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13 PPS と PDFlib Block Plugin
PDFlib Personalization Server （PPS） は、 可変データ を処理する、 テンプレー ト を用い る

PDF ワーク フ ローをサポー ト する ものです。 ブロ ッ ク と い う 概念を用い、外部の情報源か

ら取得し た、 任意の量の、 1 行ないし複数行のテキス ト 、 または画像 ・ PDF ページ ・ ベク

ト ルグ ラ フ ィ ッ ク を、取 り 込んだページに入れ込むこ と ができ ます。これを利用し て、PDF

文書のカス タマイ ズを要する アプ リ ケーシ ョ ンを容易に実装が可能です。 た と えば ：

> メ ールを連結

> ダ イ レ ク ト メ ールの宛名印刷

> 納品書 ・ 明細等を発行

> 名刺の項目内容を各人ご と に変更

ブ ロ ッ ク は、 PDFlib Block Plugin を使っ て対話的に作成 ・ 編集 も で き ますし、 フ ォーム

フ ィ ール ド 変換プラ グ イ ンを使って既存の PDF フ ォームフ ィ ール ド を PDFlib ブロ ッ クに

変換もでき ます。PPS を使ってブロ ッ ク に流し込みができ ます。Block Plugin は内蔵版 PPS

を含んでいますので、PPS でブロ ッ ク に流し込んだ結果を Acrobat でプレ ビ ューでき ます。

注 ブロ ッ ク処理を利用するには PDFlib Personalization Server （PPS） が必要です。 PPS はすべ

ての PDFlib 商用パッ ケージに含まれていますが、PPS に対する ラ イセンスキーをご購入い

ただ く 必要があ り、 PDFlib や PDFlib+PDI のラ イセンスキーだけではご利用になれません。

PDF テンプレー ト に対話的にブロ ッ ク を作成するにはAdobe Acrobat用PDFlib Block Plugin
が必要と な り ます。

ク ッ クブ ッ ク 可変データ と ブロ ッ クに関する コー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの blocks カテゴ リ

にあ り ます。

13.1 PDFlib Block Plugin を イ ンス ト ール
Block Plugin が動作する Acrobat のバージ ョ ンは以下の とお り です （Adobe Reader では動

作し ません） ：

> Windows ： Acrobat 8/9/X/XI

> Windows ： Acrobat Standard ・ Pro 2017/2020

> Windows ： Acrobat Pro DC （32 ビ ッ ト ・ 64 ビ ッ ト ）

> macOS ： Acrobat Standard ・ Pro 2017/2020 （Intel）

> macOS ： Acrobat DC （Intel ・ M1 用ユニバーサルバイナ リ ー）

Windows 版 Acrobat DC には 32 ビ ッ ト 版と 64 ビ ッ ト 版があ り ますので、 イ ン ス ト ーラー

が 2 種類あ り ます。 イ ン ス ト ールされている Acrobat のバージ ョ ンに合致し ている イ ン ス

ト ーラーを使 う こ と が重要です。

Windows で PDFlib Block Plugin を イ ンス ト ール PDFlib Block Plugin と PDF フ ォーム

フ ィ ール ド 変換プラ グ イ ンを Acrobat にイ ン ス ト ールするには、 プラ グ イ ンのフ ァ イルを

Acrobat のプラ グ イ ンフ ォルダーのサブデ ィ レ ク ト リ ーに入れる必要があ り ます。 プラ グ

イ ンのイ ン ス ト ーラーはこれを自動的に実行し ますが、 手作業も可能です。 プラ グ イ ンの

フ ァ イル名は Block.api と AcroFormConversion.api です。

64 ビ ッ ト Windows 上の 32 ビ ッ ト Acrobat の場合はプラ グ イ ンフ ォルダーはたいてい以

下の とお り です ：

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/
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C:\Program Files (x86)\Adobe\Acrobat DC\Acrobat\plug_ins\PDFlib Block Plugin

64 ビ ッ ト Acrobat の場合はプラ グ イ ンフ ォルダーはたいてい以下の とお り です ：

C:\Program Files\Adobe\Acrobat DC\Acrobat\plug_ins\PDFlib Block Plugin

macOS で PDFlib Block Plugin を イ ンス ト ール こ のプ ラ グ イ ン をすべてのユーザーの

ためにイ ン ス ト ールするには以下の操作を行います ：

> デ ィ ス ク イ メ ージをダブルク リ ッ クする こ と によ ってマウ ン ト 。 プラ グ イ ン フ ァ イル

群の入ったフ ォルダが現れます。

> こ のプ ラ グ イ ン フ ォルダ を、 シ ス テ ムの ラ イ ブ ラ リ フ ォルダ内の以下のパスへ複製

（Plug-ins フ ォルダがまだない場合には作成） ：

/Library/Application Support/Adobe/Acrobat/XXX/Plug-ins

あ るいは以下の操作を行 う と、このプラ グ イ ンを単独のユーザーのためだけにイ ン ス ト ー

ルでき ます :

> デス ク ト ッ プを ク リ ッ クする こ と によ って Finder 内に確実にいる よ う にし てから、

Option キーを押し ながら 「移動」 → 「ラ イブ ラ リ」 を選択する こ と によ って、 そのユー

ザーのラ イブ ラ リ フ ォルダを開き ます。

> プ ラ グ イ ン フ ォルダを、 そのユーザーのラ イ ブ ラ リ フ ォルダの中の以下のパスへ複製

（Plug-ins フ ォルダがまだない場合には作成） ：

/Users/<ユーザー名>/Library/Application Support/Adobe/Acrobat/XXX/Plug-ins

多言語イ ン タ ーフ ェ イ ス PDFlib Block Plugin は、 ユーザーイ ン ターフ ェ イ ス内で複数言

語に対応し ています。 Block Plugin は、 Acrobat のアプ リ ケーシ ョ ン言語に従って イ ン ター

フ ェ イ ス言語を自動的に選択し ます。 目下、 日本語 ・ 英語 ・ ド イ ツ語のイ ン ターフ ェ イ ス

が利用可能です。 Acrobat がこれ以外の言語モード で動作し ている場合には、 Block Plugin

は英語イ ン ターフ ェ イ ス を使用し ます。

Windows 版 Acrobat DC のためのサン ド ボ ッ ク ス保護 Acrobat DC 2020 では、 サ ン ド

ボ ッ クス保護と い う 新たなセキ ュ リ テ ィ ーモデルが導入されま し た。これを有効にするに

は 「環境設定」 → 「セキュ リ テ ィ （拡張） 」 → 「起動時に保護モー ド を有効にする （プレ

ビ ュー） 」 ・ 「保護されたビ ュー」 を選択し ます。 これが有効になっている と、 さ まざまな

操作が制限され、文書ウ ィ ン ド ウの上端の黄色い帯にセキ ュ リ テ ィ メ ッ セージが表示され

ます。 サン ド ボ ッ ク ス保護について詳し く は ：

helpx.adobe.com/acrobat/using/whats-new/2020-august.html 
www.adobe.com/devnet-docs/acrobatetk/tools/AppSec/sandboxprotections.html

サン ド ボ ッ ク スが有効になっている と、 PDFlib Block Plugin のプレ ビ ュー機能に影響があ

り ます。 保護ビ ューはデフ ォル ト では、 Acrobat の AppData デ ィ レ ク ト リ ーと、 temp デ ィ

レ ク ト リ ーなどい く つかのデ ィ レ ク ト リ ーへのア ク セスは許し ますが、 任意のユーザー

デ ィ レ ク ト リ ーへのア ク セスは許し ません。Block Pluginが読み書きでき るデ ィ レ ク ト リ ー

は、 保護ビ ューのデフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ ー リ ス ト に含まれているか、 以下の場所にあ る

ポ リ シーフ ァ イルの中で構成 （ホ ワ イ ト リ ス ト ） されている も のに限られます （Acrobat

の 32 ビ ッ ト 版の場合と 64 ビ ッ ト 版の場合） ：

C:\Program Files (x86)\Adobe\Acrobat DC\Acrobat\PDFlibBlockCustomPolicies.txt
C:\Program Files\Adobe\Acrobat DC\Acrobat\PDFlibBlockCustomPolicies.txt

https://helpx.adobe.com/acrobat/using/whats-new/2020-august.html
https://www.adobe.com/devnet-docs/acrobatetk/tools/AppSec/sandboxprotections.html
https://www.adobe.com/devnet-docs/acrobatetk/tools/AppSec/sandboxprotections.html
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デフ ォル ト ではこのポ リ シーフ ァ イルは、以下のデ ィ レ ク ト リ ーへのア ク セス を許し てい

ますが、 管理者はこれにデ ィ レ ク ト リ ー名を追加する こ と もでき ます ：

; Protected Path Section
FILES_ALLOW_ANY = C:\Users\<username>\*.*
FILES_ALLOW_ANY = C:\Users\Public\*.*

も し保護モード か保護ビ ューが有効にされていて、 かつ、 使用されているデ ィ レ ク ト リ ー

がホ ワ イ ト リ ス ト されていない場合には、 Block Plugin の機能の う ち、 プレ ビ ューや、 ブ

ロ ッ クの取 り 込み／書き出し などは、 失敗する可能性があ り ます。

ト ラ ブルシ ューテ ィ ング PDFlib Block Plugin が動作し ないよ う に見られる場合には、 以

下を確認し て く ださい ：

> 「編集」 → 「環境設定」 （→ 「一般 ...」） → 「一般」 で 「承認されたプ ラグイ ンのみを使

用」 チェ ッ ク ボ ッ ク スがオフになっている こ と を確認し て く ださい。 Acrobat がこの承

認済みモード で動作し ている と、 プラ グ イ ンは読み込まれません。

> Adobe Designer または Adobe Experience Manager によ って作成された PDF フ ォームは、

Block Plugin の適切な動作を妨げる こ と があ り ます。 他の Acrobat のプラ グ イ ンの動作

について も同様です。 なぜな ら こ う し たフ ォームは、 Acrobat の内部セキ ュ リ テ ィ ーモ

デル と衝突するからです。 ですので、 Designer の静的な PDF フ ォームは利用せずに、

動的な PDF フ ォームだけを Block Plugin への入力 と し て用いる こ と を推奨し ます。
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13.2 ブロ ッ クの概念の概要

13.2.1 文書デザイ ン と プログラムコー ド の分離

PDFlib のデータ ブ ロ ッ ク を利用する と、 取 り 込んだページに、 可変のテキ ス ト ・ 画像 ・

PDF ページ ・ ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク を簡単に配置でき ます。 単純な PDF ページ と違って、

データブロ ッ ク を含むページは、後でサーバーサイ ド で行われるべき処理についての情報

を内部に持っています。PDFlib ブロ ッ ク の概念は、以下の 2 種類の作業を完全に分離する

ものです ：

> デザイナーはページレ イ ア ウ ト を作成し、 可変なページ構成要素の位置を指定する と

と も に、 その文字サイ ズ ・ 色 ・ 画像拡縮 と いった関連特性も指定し ます。 レ イ ア ウ ト

を PDF 文書と し て作成し、 その後にデザイナーが、 Acrobat 用 PDFlib Block Plugin を

使って、 可変データブロ ッ ク と そのそれぞれのプロパテ ィ を指定し ます。

> プロ グ ラ マーは、取 り 込まれる PDF ページの PDFlib ブロ ッ クに含まれる情報をデータ

ベースのフ ィ ール ド など動的な情報 と紐づける コード を書き ます。プロ グ ラ マーは、ブ

ロ ッ ク の詳細 （内容が名前なのか ZIP コード なのか と か、 ページ上の具体的な位置や

書式） については何も知る必要がないので、 レ イ ア ウ ト がど う 変更されて も影響され

ずにい られます。 ブロ ッ ク に関連する詳細についてはすべて、 フ ァ イル内のブロ ッ ク

プロパテ ィ に基づいて PPS の側で処理されます。

言いかえれば、 プロ グ ラ マーが書 く コード が 「データ非依存」 にな り ます。 すなわち汎用

であ り 、 ブロ ッ ク のいかな る特性にも依存し ないのです。 た と えば手紙の宛先を印字する

ブロ ッ ク があった と し て、 か り にデザイナーがそれをページ上で別の所へ動かそ う が、 文

字サ イ ズを変え よ う が、 汎用であ る ブ ロ ッ ク処理コー ド に変更を加え る必要はあ り ませ

ん。 デザイナーが こ のブ ロ ッ ク に ラ ス ト ネームでな く フ ァース ト ネーム を印字し たい と

思った ら、 ブロ ッ ク のプロパテ ィ を Acrobat プラ グ イ ンで変更するだけで正しい出力が生

成されます。

中間ステ ッ プ と し て、ブロ ッ クへの流し込みは Acrobat でプレ ビ ューでき ますので、開

発と テス ト のサイ クルを高速化でき ます。 ブロ ッ ク のプレ ビ ューには、 ブロ ッ クの定義で

指定し ているデフ ォル ト データ （文字列や画像フ ァ イル名） が用いられます。

13.2.2 ブロ ッ クのプロパテ ィ

ブロ ッ ク の動作はブロ ッ ク のプロパテ ィ で制御でき ます。 Block Plugin を使ってブロ ッ ク

にプロパテ ィ を割 り 当てます。

定義済みブロ ッ ク プロパテ ィ ブロ ッ ク はページ上の長方形 と し て定義され、 名前や種

類、 その他自由なプロパテ ィ を割 り 当てる こ と ができ ます。 これらプロパテ ィ は後で PPS

に よ っ て処理 さ れます。 名前は、 ブ ロ ッ ク を識別す る 任意の文字列であ り 、 た と えば

firstname ・ lastname ・ zipcode のよ う に名づける こ と ができ ます。 PPS では、 さ まざまな

種類のブロ ッ ク を使 う こ と ができ ます ：

> テキス ト 行ブロ ッ クは、 1 行のテキス ト データ を持ちます。 こ のデータは、 PPS のテキ

ス ト 行 メ ソ ッ ド で処理されます。

> テキス ト フ ローブロ ッ クは、1 行ないし複数行のテキス ト データ を持ちます。複数行の

テキ ス ト は、 PPS のテキス ト フ ローフ ォーマ ッ ターによ って組版されます。 複数のテ

キ ス ト フ ローブロ ッ ク を連結し て、 前のブロ ッ ク から あふれたテキ ス ト を次のブロ ッ

ク に入れる こ と も可能です （393 ページ 「 テキス ト フ ローブロ ッ ク を連結」 参照）。

> 画像ブロ ッ クは、ラ ス ター画像を持ちます。DTPアプ リ ケーシ ョ ンでTIFFやJPEGのフ ァ

イルを貼 り 付けるの と似ています。



13.2  ブロ ッ クの概念の概要 373

> PDF ブロ ッ クは、他のPDF文書のページから取 り 込んだ任意のPDF コ ンテンツを持ちま

す。 これは、 DTP アプ リ ケーシ ョ ンで PDF ページを貼 り 付けるの と似ています。

> グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ クは、 ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク を持ちます。 これは、 レ イ ア ウ ト ア

プ リ ケーシ ョ ンで SVG フ ァ イルを貼 り 付けるのに似ています。

ブロ ッ クは、 その種類によ って異なる さ まざまな定義済みプロパテ ィ を持っています。 プ

ロパテ ィ は、 Block Plugin で作成 ・ 変更でき ます （378 ページ 「13.3.2 ブロ ッ ク プロパテ ィ

を編集」 を参照）。 定義済みブロ ッ ク プロパテ ィ の全一覧が 396 ページ 「13.7 ブロ ッ クの

プロパテ ィ 」 にあ り ます。 た と えばテキス ト ブロ ッ ク な ら テキス ト のフ ォ ン ト やサイ ズを

指定でき ますし、 画像ブロ ッ クや PDF ブロ ッ ク な ら拡縮倍率や回転を指定でき ます。 PPS

はブ ロ ッ ク の種類 ご と に、 それ を 処理す る 専用の関数 を 提供 し て い ま す （PDF_fill_
textblock( ) 等）。 これら関数は、 取 り 込まれた PDF ページにおいてブロ ッ ク を名前で検索

し、 そのプロパテ ィ を分析し て、 ク ラ イ アン ト の与えたデータ （1 行テキス ト ・ 複数行テ

キス ト ・ ラ ス ター画像 ・ PDF ページ ・ ベク ト ルグ ラ フ ィ ッ ク のいずれか） を、 新しいペー

ジ上に、 指定されたブロ ッ ク プロパテ ィ に従って配置し ます。 プロ グ ラ マーがブロ ッ クの

プロパテ ィ をオーバーラ イ ドする こ と も可能です。そのためにはブロ ッ ク流し込み関数で

それに対応するオプシ ョ ンを指定し ます。

デフ ォル ト 内容に関するプロパテ ィ ブ ロ ッ ク のデフ ォ ル ト 内容を持たせ る 特殊なブ

ロ ッ ク プロパテ ィ を指定する こ と も可能です。ブロ ッ ク流し込み関数に可変データが与え

られなかった と きや、ブロ ッ ク内容が次回の印刷実行時には変わるかも しれないが現時点

では固定な と きにそのブロ ッ クに配置される テキス ト ・ 画像 ・ PDF ・ グ ラ フ ィ ッ ク内容を

指定でき ます。

このデフ ォル ト プロパテ ィ はBlock Pluginのプレ ビ ュー機能でも用いられます（386ペー

ジ 「13.5 ブロ ッ ク を Acrobat でプレ ビ ュー」 参照）。

カ ス タムブロ ッ ク プロパテ ィ 定義済みのブロ ッ ク プ ロパテ ィ を利用すれば可変データ

処理アプ リ ケーシ ョ ンを手軽に実装でき ますが、これらのプロパテ ィ について PPS は内部

的に知っていて自動的に処理でき るわけですが、ブロ ッ ク にも っ と高い柔軟性を与え る た

めにデザイナーがカ ス タ ムのプ ロパテ ィ を割 り 当て る こ と も可能です。 カ ス タ ムプ ロパ

テ ィ を利用し てブロ ッ クの概念を拡張する こ と で、よ り 高度な可変データ処理アプ リ ケー

シ ョ ンの要請に応え られるでし ょ う 。

カ ス タ ムプロパテ ィ には何のルールも あ り ません。 PPS はカ ス タ ムプロパテ ィ を何ら

処理し ないからです。PPS はク ラ イ アン ト がカ ス タ ムプロパテ ィ を利用でき る よ う にする

だけです。 ク ラ イ アン ト のコー ド でカ ス タ ムプ ロパテ ィ を取得し て よ し なに処理でき ま

す。レ イ ア ウ ト やデータ抽出についてブロ ッ ク のカ ス タ ムプロパテ ィ を見て決める よ う な

アプ リ ケーシ ョ ンが可能です。科学的なアプ リ ケーシ ョ ンでは数値出力の桁数を指定する

カス タ ムプロパテ ィ を設けて も よいでし ょ う し、データベースのフ ィ ール ド名をカス タ ム

ブロ ッ ク プロパテ ィ にし てそ こ からブロ ッ ク用データ を取得し て も よいでし ょ う 。

13.2.3 なぜ PDF のフ ォームフ ィ ール ド を使わないの

経験あ る Acrobat ユーザーな ら疑問に思 う でし ょ う 。 なぜ我々は新たにブロ ッ ク と い う 概

念を導入し たのか、 なぜ PDF にすでにあ る フ ォームフ ィ ール ド のし く みを活用し ないの

か と。根本的な違いは、PDF のフ ォームフ ィ ール ド は対話的に記入される こ と を主眼 と し

て作られているのに対し て、PDFlib のブロ ッ クは自動的に流し込まれる こ と を目的 と し て

いる点です。 対話的記入 と自動流し込みを両方 と も要する アプ リ ケーシ ョ ンの場合には、

フ ォームフ ィ ール ド 変換プラ グ イ ンを用いて PDF フ ォーム と PDFlib ブロ ッ ク を併用する
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こ と も可能です （383 ページ 「13.4 PDF フ ォームフ ィ ール ド を PDFlib ブロ ッ ク に変換」 参

照）。

両者は似た点も多いですが、PDFlib ブロ ッ ク には、PDF フ ォームフ ィ ール ド に比べて、

表 13.1 に示す利点があ り ます。

表 13.1 PDF フ ォームフ ィ ールド と PDFlib ブロ ッ クの比較

機能 PDF フ ォームフ ィ ールド PDFlib ブロ ッ ク

設計の趣旨 対話的利用 自動流し込み

文字組版機能 （フ ォ ン ト 指定 ・ 文

字サイズ指定よ り も高度な）

－ カーニング ・ 単語間隔 ・ 文字間隔 ・ 下線 / 上線

/ 取り消し線

OpenType レ イアウ ト 機能 － 何ダースもの OpenType レ イアウ ト 機能 （合字 ・

スワ ッ シュ文字 ・ オールド ス タ イル数字等）

複雑用字系への対応 制約あ り シ ェーピング ・ 双方向テキス ト （ア ラ ビア文

字 ・ デーヴァナーガ リー等）

フ ォ ン ト 制御 フ ォ ン ト 埋め込み フ ォ ン ト 埋め込み ・ サブセ ッ ト 化 ・ エン コー

デ ィ ング

テキス ト 組版制御 左 ・ 中央 ・ 右揃え 左 ・ 中央 ・ 右 ・ 両端揃え。 各種組版アルゴ リズ

ム ・ 制御。 イ ン ラ イ ンオプシ ョ ンを用いてテキ

ス ト の見映えを制御可能

テキス ト の途中でフ ォ ン ト などテ

キス ト 属性を変更可能

－ ○

書き込んだ内容が PDF のページ

記述に取り込まれる

－ ○

追加フ ィ ールドの内容をユーザー

が編集可能

○ ×

プロパテ ィ の拡張セ ッ ト － ○ （カス タムブロ ッ ク プロパテ ィ ）

画像フ ァ イルを流し込める － BMP ・ CCITT ・ GIF ・ PNG ・ JPEG ・ JBIG2 ・

JPEG 2000 ・ TIFF

ベク ト ルグラ フ ィ ッ ク を流し込め

る

－ SVG

カ ラー対応 RGB グレースケール ・ RGB ・ CMYK ・ Lab ・ スポッ ト

カ ラー （HKS ・ Pantone スポ ッ ト カ ラーが Block 

Plugin に内蔵） ・ DeviceN

PDF 各種規格 － PDF/A ・ PDF/X ・ PDF/VT ・ PDF/UA

流し込みの際にグラ フ ィ ッ クやテ

キス ト のプロパテ ィ をオーバーラ

イ ド可能

－ ○

透過内容 － ○

テキス ト ブロ ッ ク を連結可能 － ○
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13.3 PDFlib Block Plugin でブロ ッ ク を編集

13.3.1 ブロ ッ ク を作成

ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにする PDFlib ブロ ッ ク を作成する Block Plugin は、Acrobat

における フ ォームツールに似ています。ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにする とページ上の

ブロ ッ クが全部表示されます。 Acrobat の他のツールを選択する と ブロ ッ クは見えな く な

り ますが、 な く なったわけではあ り ません。 ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにするには以下

の操作のどち らかを行います ：

> ブロ ッ ク ア イ コ ン  を ク リ ッ ク。これはAcrobat DCで以下の場所にあ り ます：「ツー

ル」 → 「PDF を編集」 を ク リ ッ ク。

> メ ニュー項目 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「PDFlib ブロ ッ ク ツール」。

ブロ ッ ク を作成 ・ 変更 ブ ロ ッ ク ツールを ア ク テ ィ ブに し た ら、 十字ポ イ ン タ ーを ド

ラ ッ グすれば、 ページ上の希望の位置に希望の大き さ のブロ ッ ク を作れます。 ブロ ッ クは

つねに長方形で、 かつ辺がページの辺と平行にな り ます （rotate プロパテ ィ を用いる と ブ

ロ ッ ク の内容をページの辺に平行でな く する こ と ができ ます） 。 ブ ロ ッ ク の長方形を ド

ラ ッ グ し終え る と、 「PDFlib ブロ ッ ク プロパテ ィ 」 ダ イ ア ロ グが現れ、 ブロ ッ ク の各種プ

ロパテ ィ を編集でき ます （378 ページ 「13.3.2 ブロ ッ ク プロパテ ィ を編集」 参照）。 ブロ ッ

ク ツールはブロ ッ クの名前を自動的に生成し ますが、この名前はプロパテ ィ ダ イ ア ロ グで

変更可能です。 ブロ ッ ク名はページ内では一意であ る必要があ り ますが、 別のページで同

じ名前を使 う のはかまいません。

ダ イ ア ロ グの一番上で、 ブロ ッ ク の種類を 「Textline」 （テキ ス ト 行） ・ 「Textflow」 （テ

キス ト フ ロー） ・ 「Image」 （画像） ・ 「PDF」 ・ 「Graphics」 （グ ラ フ ィ ッ ク） から選べます。 ブ

ロ ッ クの種類ご と に色が変えてあ り ます （図 13.1 参照） 。 タブは、 その時選んでいるブ

ロ ッ ク種別のものだけがア ク テ ィ ブにな り ます。 「PDFlib ブロ ッ ク プロパテ ィ 」 ダ イ ア ロ

グは、 ブロ ッ ク の種類によ って、 プロパテ ィ をグループやサブグループにま と めて階層的

に表示し ます。

注 PDF にブロ ッ ク を追加し た後や、 既存のブロ ッ クに変更を加えた後には、 Acrobat の 「名

前を付けて保存 ...」 コ マン ド を使うほうが （「上書き保存」 よ り も） フ ァ イルサイズが小

さ く な り ます。

ブロ ッ ク を選択 コ ピー ・ 移動 ・ 削除 ・ プロパテ ィ 編集などのブロ ッ ク操作は、 選択し た

1 個ないし複数のブロ ッ ク に対し て働き ます。 ブロ ッ ク ツールを用いてブロ ッ ク を選択す

るには以下の とお り 操作し ます ：

> ブロ ッ ク 1 個を選択するには単にそれをシングルク リ ッ ク。

> 複数のブロ ッ ク を選択し たい場合は、2個目以降のブロ ッ ク を Shift キーを押し ながら選

択。

> ページ上のすべてのブロ ッ ク を選択するには、 Ctrl+A （Windows の場合） か Cmd+A

（macOS の場合） を押すか、 または 「編集」 → 「すべて選択」。

コ ンテキス ト メ ニ ュー 1 個ない し複数のブ ロ ッ ク を選択し ている時にコ ンテキ ス ト メ

ニューを開 く と、 ブロ ッ クに関する さ まざまな機能 （「PDFlib ブロ ッ ク」 メ ニューから利

用でき る各種機能と同じ） を さ っ と実行でき ます。 コ ンテキス ト メ ニューを開 く には、 選

択し た 1 個ないし複数のブロ ッ ク を、 Windows ではマウ スの右ボタ ンで ク リ ッ ク、 macOS

では Ctrl+ ク リ ッ ク し ます。 た と えばブロ ッ ク を削除するには、 ブロ ッ ク ツールで選択し
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てから Delete キーを押し て もいいのですが、 コ ンテキス ト メ ニューで 「編集」 → 「削除」

と い う 方法も あ るのです。

ページ上でブロ ッ ク のない所を右ク リ ッ ク （macOS では Ctrl+ ク リ ッ ク） し た場合の

コ ンテキス ト メ ニューには、 ブロ ッ ク プレ ビ ューを作成する項目 と、 ブロ ッ ク機能を構成

する項目があ り ます。

ブロ ッ クのサイズ と位置 ブロ ッ ク ツールを使って選択し た 1 個ないし複数のブロ ッ ク

を別の位置へ動かすこ と もでき ます。Shift キーを押し ながらブロ ッ ク を ド ラ ッ グする と真

横か縦へだけ動き ます。 ブ ロ ッ ク を き っち り 揃え るのに便利で し ょ う 。 ポ イ ン ターをブ

ロ ッ ク の角付近へ持って行 く と、 ポイ ン ターが二重矢印に変わ り 、 ブロ ッ クのサイ ズを変

え る こ と ができ ます。

複数のブロ ッ ク の位置やサイ ズを揃えたい と きは、複数のブロ ッ ク を選択し て、「PDFlib
ブロ ッ ク」 メ ニューかコ ンテキス ト メ ニューから 「整列」 ・ 「中央揃え」 ・ 「均等配置」 ・ 「サ

図 13.1
各種ブロ ッ ク
の視覚化
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イズ」 コマン ド を選択し ます。 1 個ないし複数のブロ ッ クの位置を、 矢印キーを使って小

刻みに動かすこ と もでき ます。

あ るいは、 ブロ ッ ク の座標を数値でプロパテ ィ ダ イ ア ロ グに入力する と い う 方法も あ

り ます。 こ の座標系の原点はページの左上隅です。 座標の表示は、 その時点で Acrobat で

選んでいる単位によ り ます ：

> Acrobat DC で表示単位を変更するには、 「編集」 → 「環境設定」 （→ 「一般 ...」） → 「単

位と ガイ ド」 → 「ページ と定規の単位」 でイ ンチ ・ センチ メ ー ト ル ・ パイ カ ・ ポ イ ン

ト ・ ミ リ のいずれかを選択。

> カーソルの座標を表示するには、 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「カーソル座標」。

ただ し こ こ で選んだ単位は、 Rect プ ロ パテ ィ にのみ効力を持ち、 他の数値プ ロ パテ ィ

（fontsize 等） には効力を持ちません。

グ リ ッ ド でブロ ッ クの位置合わせ Acrobat のグ リ ッ ド機能を活用する と、 ブロ ッ ク の位

置合わせやサイ ズ変更が正確にでき ます ：

> グ リ ッ ド を表示 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「定規とグリ ッ ド」 → 「グリ ッ ド」。

図 13.2
ブロ ッ ク プロパテ ィ ダイアログ
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> グ リ ッ ド スナッ プを有効化 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「定規とグ リ ッ ド」 → 「グ

リ ッ ド にスナ ッ プ」。

> グ リ ッ ド を変更 ： 「編集」 → 「環境設定」 （→ 「一般 ...」） → 「単位と ガイ ド」 でグ リ ッ

ド の線の間隔や位置や色を変更でき ます。

「グ リ ッ ド にスナ ッ プ」 を有効にし ている と、 構成し たグ リ ッ ド にブロ ッ ク のサイ ズ と 位

置が揃います。 こ の 「グ リ ッ ド にスナ ッ プ」 は、 新規作成するブロ ッ ク にも効き ますし、

既存のブロ ッ ク をブロ ッ ク ツールで移動 ・ サイ ズ変更する際にも効き ます。

画像やグラ フ ィ ッ ク を選択する こ と によ っ てブロ ッ ク を作成 ブロ ッ ク の長方形を手作

業で ド ラ ッ グせずに、 既存のページ内容か ら ブ ロ ッ ク のサ イ ズを定義する こ と も可能で

す。 まず、 メ ニュー項目 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「オブジ ェ ク ト を ク リ ッ クでブロ ッ ク を定

義」 を有効化し ます。 その う えでブロ ッ ク ツールを使ってページ上の画像を ク リ ッ クする

と、 その画像と同じ位置に同じサイ ズのブロ ッ ク ができ ます。 それ以外のグ ラ フ ィ ッ ク オ

ブジ ェ ク ト を ク リ ッ クする こ と も でき、 その場合、 ブ ロ ッ ク ツールはそのグ ラ フ ィ ッ ク

（た と えばロ ゴ） 全体を選択し よ う と し ます。 こ の 「オブジ ェ ク ト ク リ ッ ク」 機能の意図

は、 ブロ ッ ク を定義する作業を支援する こ と です。 でき たブロ ッ クの位置やサイ ズは後か

ら自由に変更でき ます。画像やグ ラ フ ィ ッ クにブロ ッ クが固定されて し ま う わけではな く

位置 ・ サイ ズ決めの補助と し て使 う だけです。

こ の 「オブジェ ク ト ク リ ッ ク」 機能は、 ページでどのベク ト ルグ ラ フ ィ ッ クや画像が

論理的要素を形成し ているかを認識し よ う と試みます。 ページ内容を ク リ ッ クする と、 そ

れが白い場合と極端に大きい場合でなければ、 その外接枠 （対象を囲む長方形） が選択さ

れます。 その次の段階と し て、 この検知された長方形に他の物の一部が入 り 込んでいれば

それが選択領域に追加され、 これが繰 り 返されます。 こ う し て最終的に得られた領域に基

づいてブロ ッ ク の長方形が生成されるのです。 結局の と こ ろ 「オブジェ ク ト ク リ ッ ク」 機

能は、 個々の線ではな く グ ラ フ ィ ッ ク全体を選択し よ う とする こ と にな り ます。

フ ォ ン ト プロパテ ィ を自動検出 Block Plugin は、 テキ ス ト 行ま たはテキ ス ト フ ローブ

ロ ッ ク の置かれた場所の背景にあ る フ ォ ン ト を分析し、対応するブロ ッ ク プロパテ ィ に自

動的に書き込むこ と もでき ます ：

fontname・fontsize・fillcolor・charspacing・horizscaling・wordspacing・

textrendering・textrise

こ のフ ォ ン ト プロパテ ィ の自動検出は結果が変になる こ と も あ る ため、背景を無視させた

い と きには 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「背景フ ォ ン ト ・ 色の検出」 で機能の有効 ・ 無効を切 り

替え る こ と ができ ます。 デフ ォル ト ではこ の機能は無効になっています。

ブロ ッ ク を ロ ッ ク ブ ロ ッ ク が う っか り 移動 ・ サ イ ズ変更 ・ 削除されぬよ う ロ ッ ク し て

保護する こ と もでき ます。ブロ ッ ク ツールがア ク テ ィ ブな状態でブロ ッ ク を選択し てコ ン

テキス ト メ ニューから 「ロ ッ ク」 を選択し ます。 ブロ ッ ク がロ ッ ク されている と、 移動 ・

サイ ズ変更 ・ 削除できず、 そのプロパテ ィ ダ イ ア ロ グを編集する こ と もでき ません。

13.3.2 ブロ ッ ク プロパテ ィ を編集

新規ブロ ッ ク を作成し た時と、 既存ブロ ッ ク をダブルク リ ッ ク し た時 と、 ブロ ッ ク のコ ン

テキ ス ト メ ニューから 「プロパテ ィ 」 を選択し た時には、 プロパテ ィ ダ イ ア ロ グが現れ、

その選んだブロ ッ ク のあ ら ゆる設定を編集でき ます （図 13.2 参照） 。 プロパテ ィ にはブ

ロ ッ ク種別によ ってグループがい く つかあ り 、詳し く は 396 ページ 「13.7 ブロ ッ ク のプロ

パテ ィ 」 で説明し ます。
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ダ イ ア ロ グ内の 1 個ないし複数のプロパテ ィ を変更し た時だけ 「適用」 ボタ ンが有効

にな り ます。 プロパテ ィ の変更をブロ ッ ク に適用し た後には、 ブロ ッ ク の名前の中にアス

タ リ ス クが表示されて、ブロ ッ ク が変更されたがまだデ ィ ス ク には保存されていない と い

う こ と を示し ます。 ロ ッ ク されたブロ ッ ク では 「適用」 ボタ ンは無効と な り ます。

注 ブロ ッ ク種別やプロパテ ィ の設定によ っては表示されないプロパテ ィ もあ り ます。た と え

ば、 タ ブ設定を編集するための「hortabmethod=ruler におけるルーラタブ」プロパテ ィ サブ

グループは、「テキスト組版」→「ルーラタブ」グループの hortabmethod プロパテ ィ を ruler

に設定し ている と きにのみ表示されます。

注 ブロ ッ ク プロパテ ィ にテキス ト を入力する と キャ ラ ク タ ーの置換が起こ る こ とがあ り ま

す。 たと えばス ト レー ト 引用符がスマー ト 引用符へ置き換えられた り し ます。 この置き換

えはオペレーテ ィ ングシステムが行なっている こ と ですので、 無効化するには 「システム

環境設定」 → 「キーボー ド」 → 「ユーザー辞書」 → 「スマー ト 引用符と スマー ト ダ ッ シュ

を使用」 を選択し ます。

プロパテ ィ の値を変更するには、入力し たい数や文字列をプロパテ ィ の入力領域に入力す

るか （linewidth など）、 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から値を選ぶか （fitmethod ・ orientate な

ど）、 ダ イ ア ロ グの右側にあ る 「...」 ボタ ンを ク リ ッ ク し てフ ォ ン ト やカ ラー値やフ ァ イル

名を選びます （backgroundcolor ・ defaultimage など）。 fontname プロパテ ィ の場合は、 シ

ステムにイ ン ス ト ールされている フ ォ ン ト の一覧から選ぶこ と もでき ますし、カス タ ムの

フ ォ ン ト 名を打ち込むこ と も可能です。 どの方式でフ ォ ン ト 名を入力し たにせよ、 PPS が

ブロ ッ クへ内容を流し込むシステムでそのフ ォ ン ト が利用可能でなければな り ません。

変更されたプロパテ ィ は、ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グ内で太字で表示されます。ブ

ロ ッ クのいずれかのプロパテ ィ が変更されている と きには、その表示されているブロ ッ ク

名の後に接尾辞 (*) が付されます。 プロパテ ィ の編集が済んだら、 「適用」 ボタ ンを ク リ ッ

ク し てブロ ッ ク を更新し ます。定義し たプロパテ ィ は、PDF フ ァ イル内にブロ ッ ク定義の

一部 と し て格納されます。

重な っ たブロ ッ ク 重な り あ う ブ ロ ッ ク群は選択しづら い こ と があ り ます。 その領域を

ク リ ッ クする と必ず最前面のブロ ッ クが選ばれて し ま う からです。そんな と きはコ ンテキ

ス ト メ ニューの 「ブロ ッ クの選択」 項目を用いれば、 ブロ ッ クの う ちの 1 個を名前で選択

でき ます。 1 個のブロ ッ ク を選んだ直後にその領域で行 う 操作は、 その選択し た 1 個のブ

ロ ッ ク に対し てのみ効力を持ち、 他のブ ロ ッ ク に対し ては効力を持ちません。 た と えば

Enter を押せば、 その選択し たブロ ッ ク のプロパテ ィ を編集でき ます。 この方法を駆使す

れば、 ブロ ッ ク の上に他のブロ ッ ク が部分的ないし完全にかぶさ っていて も、 簡単にその

ブロ ッ クのプロパテ ィ を編集する こ と ができ ます。

ブロ ッ ク プロパテ ィ の値を繰り返し使用 ・ リ セ ッ ト キー入力やク リ ッ ク の量をい く ら

か軽減でき る よ う 、 ブロ ッ ク ツールは、 直前のブロ ッ ク のプロパテ ィ ダ イ ア ロ グで入力さ

れたプロパテ ィ 値を記憶し ています。これらの値は新規ブロ ッ ク の作成時に再利用されま

す。 も ちろんその値はいつでも別の値でオーバーラ イ ド し てかまいません。

プロパテ ィ のダ イ ア ロ グで 「全て リ セ ッ ト 」 ボタ ンを押す と、 下記以外のブロ ッ ク プ

ロパテ ィ がデフ ォル ト に リ セ ッ ト されます ：

> Name ・ Type ・ Rect ・ Description プロパテ ィ

> すべてのカ ス タ ムプロパテ ィ

注 定義済みプロパテ ィ のデフ ォル ト 値は、プレビ ュー生成時のプレースホルダーデータ を保

持する defaulttext ・ defaultimage ・ defaultpdf ・ defaultgraphics プロパテ ィ とは別物です

ので注意し て く だ さい （386 ページ 「ブロ ッ クのデフ ォル ト 内容」 参照）。



380 第 13 章 :  PPS と PDFlib Block Plugin

複数のブロ ッ ク をま とめて編集 複数のブロ ッ ク のプロパテ ィ を ま と めて編集すれば大

いに時間を節約でき ます。 複数のブロ ッ ク を選択するには以下の とお り 操作し ます ：

> メ ニュー項目 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「PDFlib ブロ ッ ク ツール」 を選択する こ と によ って、

ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにし ます。

> 1 個目のブロ ッ ク を ク リ ッ ク し て選択。この最初に選んだブロ ッ クがマス ターブロ ッ ク

にな り ます。 他の 1 個ないし複数のブロ ッ ク を Shift+ ク リ ッ クする こ と によ って選択

ブロ ッ ク群に加えます。 あ るいは 「編集」 → 「すべてを選択」 を ク リ ッ クする と、 現

在のページの全ブロ ッ ク を選択でき ます。

> これら のいずれかのブロ ッ ク をダブルク リ ッ クする と、 ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ

グが開き ます。 こ の時ダブルク リ ッ ク し たブロ ッ ク は新たにマス ターブロ ッ ク にな り

ます。

> あ るいはいずれかのブロ ッ ク を ク リ ッ ク し てマス ターブロ ッ クにし た う えでEnterキー

を押すこ と によ ってブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グを開 く こ と もでき ます。

プロパテ ィ の う ち、選択し ているブロ ッ クすべてに該当する部分集合だけがプロパテ ィ ダ

イ ア ロ グに表示されます。プロパテ ィ 値はマス ターブロ ッ ク から採られてダ イ ア ロ グに表

示されます。 この時、 選択し ているブロ ッ クすべてにプロパテ ィ 群を以下のよ う に適用で

き ます ：

> チェ ッ ク ボ ッ ク ス 「マス ターブロ ッ クのすべてのプロパテ ィ を適用」 をチェ ッ ク し て

いない と き ： 「適用」 を ク リ ッ クする と、 選択し ているすべてのブロ ッ クへ、 ダ イ ア ロ

グで手変更されたプロパテ ィ （黒でハイ ラ イ ト されている） だけがコ ピーされます。

> チェ ッ ク ボ ッ ク ス 「マス ターブロ ッ クのすべてのプロパテ ィ を適用」 をチェ ッ ク し て

いる と き ： 「適用」 を押すと、 選択し ているすべてのブロ ッ クへ、 マス ターブロ ッ ク の

すべてのカ レ ン ト プロパテ ィ と、 ダ イ ア ロ グで手変更されたすべてのプロパテ ィ がコ

ピーされます。 これを利用し て、 あ るブロ ッ ク のブロ ッ ク プロパテ ィ を他の 1 個ない

し複数のブロ ッ クへコ ピーする こ と もでき るわけです。

以下の定義済みプロパテ ィ およびカス タ ムプロパテ ィ は共用でき ません。 すなわち、 複数

のブロ ッ ク でま と めて編集でき ません ：

Name・Description・Subtype・Type・Rect・Status

13.3.3 ページ間 ・ 文書間でブロ ッ ク を コ ピー

Block Plugin は、 ブロ ッ ク を現在のページの中で、 または現在の文書の中で、 あ るいは他

の文書へ移動 ・ コ ピーする手段をい く つか提供し ています ：

> ブロ ッ ク をマウ スで ド ラ ッ グする こ と によ って、 移動 ・ コ ピーするか、 あ るいは他の

ページか開いている文書へブロ ッ ク を貼 り 付ける

> ブロ ッ ク を、通常のコ ピー/貼 り 付け操作を用いて、同一文書内の1つないし複数のペー

ジへ複製

> ブロ ッ ク を、 新しいフ ァ イル （ページが空白の） か既存の文書 （既存のページにブロ ッ

ク を適用） へ書き出す

> 他の文書からブロ ッ ク を取 り 込む

ブロ ッ ク の定義は維持し たま まページ内容を差し替えたい と きは、ブロ ッ ク を温存し なが

ら背景の 1 つないし複数のページを置換する こ と ができ ます。 そのためには、 「ツール」

→ 「ページを整理」 → 「置換」 を用います。

ブロ ッ ク を移動 ・ コ ピー ブロ ッ クの位置を変えた り コ ピーを作成し た り するには、1 個

ないし複数のブロ ッ ク を選択し て、 Ctrl キー （Windows の場合） か Alt キー （macOS の場
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合） を押し ながら、 新しい位置へド ラ ッ グ し ます。 キーを押し ている間は、 マウ ス カーソ

ルが変わ り ます。 コ ピーされたブロ ッ クは、 名称と位置が自動的に変更される以外は、 元

のブロ ッ ク と同じプロパテ ィ を持ちます。

また、 コ ピー／貼 り 付けを使って、 ブロ ッ ク を、 同一ページ内の他の場所へ、 または

同一文書内の他のページへ、 あ るいはその時に Acrobat で開いている他の文書へコ ピーす

る こ と もでき ます ：

> ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにし て、 コ ピーし たいブロ ッ ク群を選択。

> Ctrl+C （Windows の場合） か Cmd+C （macOS の場合） または 「編集」 → 「コ ピー」 を

使って、 選択し たブロ ッ ク を ク リ ッ プボードへコ ピー。

> コ ピー先ページへ移動 （必要な ら）。

> ブロ ッ ク ツールがア ク テ ィ ブであ る こ と を確認し て、Ctrl+V（Windows の場合）か Cmd+V

（macOS の場合） または 「編集」 → 「貼り付け」 を使って、 ク リ ッ プボード からブロ ッ

ク を現在のページ ・ 文書へ貼 り 付け。

ブロ ッ ク を他のページ群へ複製 1 個ないし複数のブロ ッ ク の複製を、現在の文書の中の

任意の数のページ上に一気に作る こ と もでき ます ：

> ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにし て、 複製し たいブロ ッ ク群を選択。

> 「PDFlib ブロ ッ ク」 メ ニューかコ ンテキス ト メ ニューから 「取り込みと書き出し」 → 「複

製 ...」 を選択。

> ど う い う ブロ ッ ク を複製するかを選び （「選択されているブロ ッ ク」 または 「このペー

ジ上の全ブロ ッ ク」）、 この選んだブロ ッ ク群を複製し たい複製先ページの範囲を選択。

ブロ ッ ク を書き出し ・ 取り込み ブ ロ ッ ク の書き出し／取 り 込み機能を使 う と、 あ る 1

つのページ上のブロ ッ ク の定義や、 あ る文書のすべてのブロ ッ ク の定義を、 複数の PDF

フ ァ イル間で共用する こ と が可能です。 これは、 既存のブロ ッ ク定義を温存し たま まペー

ジ内容を差し替え と きに便利です。ブロ ッ ク定義を別フ ァ イル と し て書き出すには以下の

とお り 操作し ます ：

> ブロ ッ ク ツールをア ク テ ィ ブにし て、 書き出し たいブロ ッ ク群を選択。

> 「PDFlib ブロ ッ ク」 メ ニューかコ ンテキス ト メ ニューから 「取り込みと書き出し」 → 「書

き出し ...」 を選択。 ページ範囲と、 ブロ ッ ク定義を持たせたい新規 PDF フ ァ イル名を

入力。

ブロ ッ ク定義を取 り 込むには 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「取り込みと書き出し」 → 「取り込み

...」 を選択し ます。 ブロ ッ ク を取 り 込む際には、 取 り 込んだブロ ッ ク を文書の全ページに

適用するのか、 それ と も特定のページ範囲にだけ適用するかを選べます。 複数のページを

選択し た場合、 ブロ ッ ク定義は変更されずに各ページへコ ピーされます。 取 り 込むブロ ッ

ク定義よ り も取 り 込み先範囲のほ う がページ数が多い場合には、 「テンプレー ト を繰り返

す」 チェ ッ ク ボ ッ ク ス を用いる こ と もでき ます。 これをチェ ッ クする と、 取 り 込みフ ァ イ

ル内のブロ ッ クのシーケン スが、 現在の文書の中で、 文書の終わ り に達する まで繰 り 返さ

れます。

書き出し でブロ ッ ク を他の文書へコ ピー ブ ロ ッ ク を書き出す際には、 そのブ ロ ッ ク群

を他の文書のページ群へ直接適用する こ と もでき ます。 結果と し て、 あ る文書から別の文

書へブロ ッ ク群を転写する こ と ができ るわけです。 そのためには、 ブロ ッ ク の書き出し先

と し て既存の文書を選びます。 「既存のブロ ッ ク を削除」 チェ ッ ク ボ ッ ク ス をチェ ッ クす

る と、 書き出し先の文書にブ ロ ッ ク が存在し ていて もすべて削除されてか ら、 新たにブ

ロ ッ ク群がその文書へコ ピーされます。
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13.3.4 Block Plugin のユーザーイ ン タ ーフ ェ イ スを XML で カ ス タ マ イズ

Block Plugin のユーザーイ ン ターフ ェ イ スの設定の一部は、Acrobat セ ッ シ ョ ンご と に保管

/ 再読み込みされてお り 、 XML 構成フ ァ イルで制御可能です。 構成フ ァ イルのサンプル と

し て factory settings.xml をデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに同梱し ています。構成が変更された

と き、 新しい設定は user settings.xml に格納されます。 変更された構成は、 Acrobat が起

動される たびに読み込まれ、 Acrobat が閉じ られる たびに書き込まれます。 この構成フ ァ

イルは以下のよ う な場所に格納されています （システムデ ィ レ ク ト リ ーの名前はローカ ラ

イ ズ されている場合があ り ます。 必要に応じ て DC を他の Acrobat ト ラ ッ ク名へ置き換え

て く ださい） ：

Windows：C:\Users\<user>\AppData\Local\Adobe\Acrobat\DC\PDFlib\Block Plugin 5
macOS：/Users\<user>/Library/Application Support/Adobe/Acrobat/DC/PDFlib/Block Plugin 5

以下の XML エレ メ ン ト を用いて構成を手動で変更でき ます ：

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/MainDialog/CloseOnApply：ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グの

「適用し たらダイアログを閉じ る」 チェ ッ ク ボ ッ ク スの初期状態を制御。 このチェ ッ ク

ボ ッ ク スは、 ブ ロ ッ ク 作成後ま たはブ ロ ッ ク プ ロ パテ ィ 変更後に も ブ ロ ッ ク プ ロ パ

テ ィ ダ イ ア ロ グが開いたま まになるかど う かを決める ものです。

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/MainDialog/ApplyAllProps：ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グの

「マス タ ーブロ ッ クのすべてのプロパテ ィ を適用」 チェ ッ ク ボ ッ ク スの初期状態を制

御。 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク スは、 選択し ている複数のブロ ッ クへコ ピーされるのはマス

ターブ ロ ッ ク のすべてのプ ロ パテ ィ なのか、 それ と も ダ イ ア ロ グで変更し たプ ロ パ

テ ィ 群のみかを指定する ものです。

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/FontDialog/ShowBaseFonts ： ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グ

のフ ォ ン ト 一覧 （「書式」 プロパテ ィ グループの fontname プロパテ ィ ） に、 システム

にイ ン ス ト ールされている フ ォ ン ト 群だけでな く ベース フ ォ ン ト 14種も表示するかど

う かを制御。

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/Command/ControlByClick： メ ニュー項目「PDFlib ブロ ッ ク」 →

「オブジ ェ ク ト を ク リ ッ クでブロ ッ ク を定義」 の初期状態を制御。

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/Command/DetectFonts ： メ ニュー項目 「PDFlib ブロ ッ ク」 →

「背景フ ォ ン ト ・ 色の検出」 の初期状態を制御。

> エレ メ ン ト /Block_Plugin/Command/KeyAccelerator：control（Windows では Ctrl キーを、

macOS では Command キーを示し ます） ・ shift （Shift キーを示し ます） ・ control+shift ・

none のいずれかの値を と り 、 以下のキーボード シ ョ ー ト カ ッ ト に対する ア ク セラ レー

ターキーを指定 ：

A（すべてを選択）・C（コピー）・I（ブロックプロパティダイアログ）・V（貼り付け）・X（切り

取り）

変更は、 Acrobat を次に起動し た際に有効にな り ます。 キーボード シ ョ ー ト カ ッ ト は実

行時には変更でき ないためです。 こ のエン ト リ ーがない場合、 ア ク セ ラ レータは利用

でき ません。 デフ ォル ト は control です。

> エレ メ ン ト Configuration/Preferences/PreviewStatusMessage ： 各プレ ビ ュー操作後にス

テータ ス メ ッ セージダ イ ア ロ グ （「10 個のブロ ッ クが処理されま し た :…」 など） が表

示されるかど う かを制御。
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13.4 PDF フ ォームフ ィ ール ド を PDFlib ブロ ッ クに変
換
PDFlib ブロ ッ ク を手作業で作らず、PDF フ ォームフ ィ ール ド をブロ ッ クへ自動変換させる

こ と も可能です。 これが特に役立つのは、 複雑な PDF フ ォームに PPS で自動流し込みで

き る よ う にし たい場合や、 既存の大量の PDF フ ォームを自動流し込みでき る よ う 変換し

たい場合などです。1 つのページのすべてのフ ォームフ ィ ール ド を PDFlib ブロ ッ ク に変換

するには、 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「フ ォームフ ィ ールドの変換」 → 「現在のページ」 を選

択し ます。 文書のすべてのフ ォーム フ ィ ール ド を変換し たければ 「全ページ」 を選びま

す。選択し たフ ォームフ ィ ール ド だけを変換し たければ（1 個または複数のフ ォームフ ィ ー

ル ド を選択するには、 Acrobat の 「ツール」 → 「リ ッ チ メ デ ィ ア」 から 「オブジ ェ ク ト を

選択」 ツールを選択）、 「選択されている フ ォームフ ィ ールド」 を選択し ます。

フ ォームフ ィ ール ド 変換の詳細 自動フ ォーム フ ィ ール ド 変換においては、 「PDFlib ブ

ロ ッ ク」 → 「フ ォームフ ィ ールドの変換」 → 「変換オプシ ョ ン ...」 ダ イ ア ロ グで選んでい

る種類のフ ォームフ ィ ール ド が、テキス ト 行ブロ ッ ク かテキス ト フ ローブロ ッ ク に変換さ

れます。 デフ ォル ト ではすべての種類のフ ォームフ ィ ール ド が変換されます。 変換された

フ ィ ール ド の属性は、 表 13.3 の とお り 、 それぞれ対応するブロ ッ ク プロパテ ィ へ変換さ

れます。

同名の複数のフ ォームフ ィ ール ド フ ォーム フ ィ ール ド の場合には同じページに同じ名

前のものが複数あって も許されるのですが、ブロ ッ ク の場合には名称がページ上で一意で

なければな り ません。 ですので、 フ ォームフ ィ ール ド がブロ ッ ク に変換される際には、 生

成 さ れる ブ ロ ッ ク の名前の末尾に数を付加し て一意なブ ロ ッ ク 名が生成 さ れます （383

ページ 「フ ォームフ ィ ール ド を対応するブロ ッ クに紐付け」 も参照）。

なお、 Acrobat の内部的な問題によ り 、 同名のフ ォームフ ィ ール ド が複数あ る と フ ィ ー

ル ド の属性が正し く 報告されません。 同名の複数のフ ィ ール ド で属性が異な る と、 生成さ

れるブ ロ ッ ク には こ の属性の違いが反映さ れません。 変換処理は こ の場合には警告 メ ッ

セージを表示し、 関連する フ ォームフ ィ ール ド群の名前を示し ます。 その場合には、 生成

されたブロ ッ クのプロパテ ィ を よ く チェ ッ クする必要があ り ます。

フ ォームフ ィ ール ド を対応するブロ ッ クに紐付け 同名のフ ィ ール ド が複数あった場合

（ラ ジオボタ ン等） 、 変換先のフ ォームフ ィ ール ド の名前は変更されて し ま っていますか

ら、 どのフ ォームフ ィ ール ド がどのブロ ッ ク になったのかを特定しづら く な り ます。 これ

は特に、FDF フ ァ イルか XFDF フ ァ イルを ソース と し てブロ ッ クへ流し込んでその結果を

フ ォーム記入と同じにし たい と きに問題と な り ます。

この問題を解決するため、 AcroFormConversion プラ グ イ ンでは、 元のフ ォームフ ィ ー

ル ド に関する情報を、 それに対応するブロ ッ ク を生成する際に、 カ ス タ ムプロパテ ィ 群 と

し て記録し ます。 表 13.2 に、 ブロ ッ ク を正し く 特定するために利用でき る カス タ ムプロ

パテ ィ の一覧を示し ます。 プロパテ ィ の型はすべて文字列です。 

ブロ ッ ク を対応する フ ォームフ ィ ール ド へバイ ン ド PDFlib フ ォームフ ィ ール ド と生成

PDFlib ブロ ッ ク と を同期させる ために、 生成されたブロ ッ ク を、 その対応する フ ォーム

フ ィ ール ド にバイ ン ド させてお く こ と ができ ます。 言い換えれば、 プラ グ イ ンが内部的に

フ ォームフ ィ ール ド と ブロ ッ ク と の紐付けを保持する と い う こ と です。変換処理が再実行

される際、 バイ ン ド されたブロ ッ クは、 その対応する PDFlib フ ォームフ ィ ール ド の属性

を反映し て更新されます。 ブロ ッ ク がバイ ン ド されている と、 作業の二度手間が省けて便
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表 13.2 ブロ ッ クに対応する元のフ ォームフ ィ ールド を同定するためのカス タムプロパテ ィ

カス タムプロパテ ィ 意味

PDFlib:field:name フ ォームフ ィ ールドの完全修飾名。

PDFlib:field:pagenumber 元の文書でフ ォームフ ィ ールドが存在し ていたページの番号 （文字列で）。

PDFlib:field:type フ ォームフ ィ ールドの種類。 pushbutton ・ checkbox ・ radiobutton ・ listbox ・

combobox ・ textfield ・ signature のう ちのいずれか。

PDFlib:field:value （type=checkbox の場合にのみ可） フ ォームフ ィ ールドの出力値。

表 13.3 PDF フ ォームフ ィ ールドから PDFlib ブロ ッ クへの変換

以下の PDF フ ォームフ ィ ールド属性は ... ... 以下の PDFlib ブロ ッ ク プロパテ ィ に変換される

全フ ィ ールド

位置 Rect

名前 Name

ツールヒ ン ト Description

一般→一般プロパテ ィ →表示と印刷 Status ：

表示 =active
非表示 =ignore

表示 / 印刷し ない =ignore
非表示 / 印刷する =active

一版→一般プロパテ ィ →向き orientate ： 0=north、 90=west、 180=south、 270=east

表示方法→テキス ト →フ ォ ン ト fontname

表示方法→テキス ト →フ ォ ン ト サイズ fontsize ： 文字サイズ auto は、 ブロ ッ クの高さの 3 分の 2 の固定文

字サイズに変換され、 fitmethod は auto に設定されます。 複数行の

ブロ ッ ク／フ ィ ールド においては、 この組み合わせでは結果と し て

自動的に適切な文字サイズになるので、 ブロ ッ クの高さの 3 分の 2

とい う初期値よ り も小さ く なる こ とがあ り ます。

表示方法→テキス ト →テキス ト の色 strokecolor ・ fillcolor

表示方法→境界線と色→境界線の色 bordercolor

表示方法→境界線と色→塗り つぶしの色 backgroundcolor

表示方法→境界線と色→幅 linewidth ： 細 =1、 標準 =2、 太 =3

テキス ト フ ィ ールド

オプシ ョ ン→整列 position ：

左揃え ={left center}

中央 ={center center}
右揃え ={right center}

オプシ ョ ン→デフ ォル ト defaulttext

オプシ ョ ン→複数行 チ ェ ッ クあ り なら テキス ト フ ローブロ ッ ク を作成

チ ェ ッ クな し なら テキス ト 行ブロ ッ ク を作成

ラ ジオボタ ン ・ チ ェ ッ クボ ッ クス
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利です。 フ ォームが対話的利用のために更新された時に、 対応するブロ ッ ク も自動的に更

新されるからです。

ブロ ッ ク を生成し た後に変換元のフ ォームフ ィ ール ド を残し た く なければ、 「PDFlib ブ

ロ ッ ク」 → 「フ ォームフ ィ ールドの変換」 → 「変換オプシ ョ ン ...」 ダ イ ア ロ グの 「変換さ

れたフ ォームフ ィ ールド を削除」 オプシ ョ ンを選びます。 このオプシ ョ ンを選ぶと、 変換

処理後にフ ォームフ ィ ール ド が完全に削除されます。削除されたフ ィ ール ド に関連づけ ら

れていたア ク シ ョ ン （JavaScript など） もすべて文書から削除されます。

バ ッ チ変換 フ ォームフ ィ ール ド を PDFlib ブロ ッ ク に変換し たい PDF 文書が多数あ る場

合には、 バ ッ チ変換機能を利用 し て、 任意の数の文書を自動処理する こ と も 可能です。

「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「フ ォームフ ィ ール ド の変換」 → 「バッ チ変換 ...」 を選択すれば、

バッチ処理ダ イ ア ロ グが現れます ：

> 入力フ ァ イルは、個別に選ぶこ と もでき ますし、1 個のフ ォルダーの中身をすべてま と

めて処理させる こ と も でき ます。

> 出力フ ァ イルは、 入力フ ァ イル と 同じ フ ォルダーへ書き出すこ と も でき ますし、 別の

フ ォルダーへ書き出すこ と も でき ます。 出力フ ァ イルには、 入力フ ァ イル と 区別する

ためにプレ フ ィ ッ ク ス を追加する こ と も でき ます。

> 大量の文書を処理する際には、 ロ グフ ァ イルを指定する こ と を推奨し ます。変換後、 ロ

グフ ァ イルには、 処理されたすべてのフ ァ イルの一覧 と、 それぞれの変換結果に関す

る詳細が書き込まれてお り 、 エラーが起き た場合にはエラー メ ッ セージ も書き込まれ

ます。

変換処理の間、 変換される PDF 文書は Acrobat で表示されますが、 変換が完了する まで、

Acrobat の メ ニュー機能やツールは使用でき ません。

「デフ ォル ト でチ ェ ッ ク」 がオンの場合 ：

オプシ ョ ン→チ ェ ッ クボ ッ クスス タ イル、

オプシ ョ ン→ボタ ンス タ イル

defaulttext ：

チ ェ ッ クマーク =4

円形 =l

十字形 =8

ひし形 =u

四角形 =n

星形 =H

（文字は ZapfDingbats フ ォ ン ト における各記号を表し ます）

リ ス ト ボ ッ クス ・ コ ンポボッ クス

オプシ ョ ン→選択されている （デフ ォル

ト ） 項目

defaulttext

ボタ ン

オプシ ョ ン→アイ コ ン と ラベル→ラベル defaulttext

表 13.3 PDF フ ォームフ ィ ールドから PDFlib ブロ ッ クへの変換

以下の PDF フ ォームフ ィ ールド属性は ... ... 以下の PDFlib ブロ ッ ク プロパテ ィ に変換される
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13.5 ブロ ッ ク を Acrobat でプ レ ビ ュー
注 PDFlib デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンの中の block_template.pdf文書でプレビ ュー機能を試せま

す。 必要な リ ソース （フ ォ ン ト ・ 画像等） も PDFlib デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに含まれて

います。

PDFlib ブロ ッ クは PPS によ って処理されます。PPS を用いる こ と で、 ブロ ッ クへの流し込

み処理について、 そのデータ ソース （データベース内のテキ ス ト や、 デ ィ ス ク上の画像

フ ァ イルなど） や、 生成される文書の書式 ・ 対話的性質をカス タマイ ズする こ と ができ ま

す。こ の処理について詳し く は 391 ページ「13.6 PPS でブロ ッ クに流し込み」で説明し ます。

しかし Block Plugin には内蔵バージ ョ ンの PPS が含まれてお り 、 これを用いて、プロ グ

ラ ミ ングを一切必要とせずに Acrobat 上で、 流し込まれたブロ ッ クのプレ ビ ューバージ ョ

ンを生成する こ と ができ ます。 このプレ ビ ュー機能は、 カス タ ムプロ グ ラ ミ ング と同等の

柔軟性を提供する こ と はでき ませんが、ブロ ッ クへの流し込み結果を手軽に眺めるには適

し ています。 ブロ ッ ク プレ ビ ューを活用すれば、 ブロ ッ ク の位置やサイ ズを改善し た り 、

ブロ ッ ク のプロパテ ィ （フ ォ ン ト 名 ・ 文字サイ ズ等） をチェ ッ ク し た り する こ と ができ ま

す。 プレ ビ ューの表示結果に満足する まで、 ブロ ッ ク を変更し、 プレ ビ ューを生成し なお

し こ と ができ ます。 プレ ビ ューは、 カレ ン ト ページについて も、 文書全体について も生成

でき ます。

プレ ビ ューはつねに新規 PDF 文書と し て表示されます。 元の文書 （ブロ ッ ク を有し て

いる） は、 プレ ビ ューを生成し て も変更を受けません。 プレ ビ ュー文書は、 必要に応じ て

保存する こ と もでき ますし、 捨てる こ と もでき ます。

ブロ ッ クのデフ ォル ト 内容 プ ラ グ イ ンの場合には、 ブ ロ ッ ク のテキ ス ト ・ 画像 ・ ベ ク

ト ルグ ラ フ ィ ッ ク ・ PDF 内容をサーバーサイ ド のデータ ソース （データベースなど） から

取得するのは無理ですので、プレ ビ ュー機能ではつねにブロ ッ クのデフ ォル ト 内容が用い

られます。 具体的には defaulttext ・ defaultimage ・ defaultpdf ・ defaultgraphics プロパテ ィ

で指定し た値が用いられます。PPS で使 う 現実のブロ ッ ク内容を代表する よ う なサンプル

データ集合をデフ ォル ト データ と し て使 う のが普通です。デフ ォル ト 内容のないブロ ッ ク

はプレ ビ ュー生成の際に無視されます。 Status=ignoredefault のブロ ッ ク について も同様

です。

新規ブロ ッ ク では、 デフ ォル ト プロパテ ィ は空です。 プレ ビ ュー機能を使 う には、 「デ

フ ォル ト 内容」プロパテ ィ グループの defaulttext・defaultimage・defaultpdf・defaultgraphics
プロパテ ィ （ブロ ッ ク の種類によ る） に書き込むか、 「高度な PPS オプシ ョ ン ...」 ダ イ ア

ロ グの同名オプシ ョ ンに適切な値を与え る必要があ り ます。

注 記号フ ォ ン ト のデフ ォル ト テキス ト を入力するのは少し ト リ ッキーな場合があ り ます。詳

し く は 390 ページ 「 デフ ォル ト テキス ト に記号フ ォ ン ト を使用」 を参照し て く だ さい。

ブロ ッ ク プ レ ビ ューを生成 ブロ ッ ク プレ ビ ューを生成するには、 以下のいずれかの方

法を用います ：

> PDFlib ブロ ッ ク プレ ビ ューア イ コ ン  を ク リ ッ ク。これは Acrobat DC で以下の場所

にあ り ます ： 「ツール」 → 「PDF を編集」 を ク リ ッ ク。

> メ ニュー項目 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「プレビ ュー」 → 「プレビ ューの生成」。

> ブロ ッ ク ツールがア ク テ ィ ブの時は、 どのブロ ッ ク も ない所を右ク リ ッ クすれば、 コ

ンテキス ト メ ニューに項目 「プレビ ューの生成」 と 「プレビ ュー設定 ...」 が現れます。

プレ ビ ューは、 デ ィ ス ク上の PDF フ ァ イルに基づいて作成されます。 Acrobat 上で変更を

行なっていた場合には、 ブロ ッ ク PDF を 「フ ァ イル」 → 「上書き保存」 または 「フ ァ イ
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ル」 → 「名前を付けて保存 ...」 を用いてデ ィ ス ク に保存し てはじめて、 その変更はプレ

ビ ューに反映されます。 変更を受けたブロ ッ クは、 ブロ ッ ク名の後にアス タ リ ス ク が付い

ている こ と で識別でき ます。 プレ ビ ュー作成前にブロ ッ ク PDF が自動保存される よ う プ

レ ビ ュー機能を構成する こ と も可能です。 そ う すれば、 対話的に行なった変更が確実に、

ただちにプレ ビ ュー内で反映されます。

プ レ ビ ューを構成 ブロ ッ ク プレ ビ ューの生成 と、 その基礎をなす PPS の動作について、

い く つかの性質を、 「PDFlib ブロ ッ ク」 → 「プレビ ュー」 → 「プレビ ュー設定 ...」 で構成

でき ます ：

> 現在のページをプレ ビ ューするか、 それ と も文書全体をプレ ビ ューするか。

> 生成されるプレ ビ ュー文書の出力デ ィ レ ク ト リ ー。

> ブロ ッ ク PDF をプレ ビ ュー作成前に自動保存。

> ブロ ッ ク情報レ イヤーと注釈を追加。

> 生成される出力へブロ ッ ク群を コ ピー。

図 13.3
図 13.1 の文書のプレ

ビ ュー PDF。 ブロ ッ

ク情報レ イヤーと注
釈を内容と し て持っ
ています。
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> 「ブロ ッ ク PDF の PDF/A か PDF/UA か PDF/X ステータ スを転写」：これらの規格では、レ イ

ヤー と注釈の使用は制限されていますので、 「ブロ ッ ク情報レ イヤーと注釈を追加」 オ

プシ ョ ン と このオプシ ョ ンは同時には使えません。

> 「ブロ ッ ク をプレビ ューフ ァ イルへコ ピー」 を使 う と、 流し込みの際、 生成されるプレ

ビ ューへ PDF ブロ ッ ク群を コ ピーでき ます。 ブロ ッ クへの流し込みが成功し たか否か

にかかわらず、 すべてのブロ ッ ク がコ ピーされます。

> 「高度な PPS オプシ ョ ン」ダ イ ア ロ グを使 う と、PPS の関数のオプシ ョ ン リ ス ト を PPS の

API に従って追加指定でき ます。た と えば、ブロ ッ クへの流し込みに使 う フ ォ ン ト や画

像が位置し ているデ ィ レ ク ト リ ーを PDF_set_option( ) の searchpath オプシ ョ ンを用い

て指定でき ます。 こ の高度なオプシ ョ ンを指定する際には、 PPS のコード の開発者 と

連携し て行 う こ と を推奨し ます。

ブロ ッ クの順序 文書が Acrobat の 「別名で保存 ...」 で保存される際には、 そのブロ ッ ク

群は、 そのブロ ッ ク名に従ってアルフ ァベッ ト 順に並べ替え されます。 ブロ ッ ク群がプレ

ビ ューによ って処理される順序も、 pCOS によ って報告される順序も、 これ と 同じです。

と はいえ、 各種アプ リ ケーシ ョ ンでは通常、 ブロ ッ クへの流し込みを、 その名称に基づい

て行いますので （フ ァ イル内での格納順によ ってではな く ）、 PDF 文書内での順序が問題

と なる こ と は通常あ り ません。

プ レ ビ ューで提供される情報 生成されるプレ ビ ュー文書には、 元のページ内容 （背景）

と、 流し込みが行われたブロ ッ ク のほかに、 さ まざ まな情報も含まれる こ と があ り ます。

こ の情報は、ブロ ッ クや PPS 構成のチェ ッ クや改善に役立つものです。デフ ォル ト 内容を

持つア ク テ ィ ブなブロ ッ ク それぞれについて、 以下のア イ テムが生成されます ：

> エ ラーマーカー ： 流し込みが成功し なかったブロ ッ ク は、 打ち消し線の付いた長方形

と し て視覚化されていますので、 容易に識別でき ます。 エラーマーカーは、 ブロ ッ ク

が処理でき なかった と きには必ず作成されます。

> し お り ： ブロ ッ ク の処理結果はしお り にま と め られます。 こ のしお り は、 ページ番号

と ブロ ッ ク の種類に従って、 かつエラーが起き た と きはエラーにも従って、 構造化さ

れています。 しお り は 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「し

お り」 （Acrobat X/XI/DC） で表示でき ます。 しお り は必ず作成されます。

> 注釈 ： 処理されたブロ ッ ク ご と に、 ブロ ッ ク内容そのも のに加えて、 ページ上に注釈

が作成されます。 こ の注釈の長方形は、元のブロ ッ ク の枠を視覚化し ています （デフ ォ

図 13.4 ブロ ッ クのプレビ ューを構成
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ル ト 内容 と 流し込みモー ド によ っては、 これはブロ ッ ク内容の枠 と は異な る場合があ

り ます）。 こ の注釈の中にはブロ ッ ク の名前が入ってお り 、 ブロ ッ クへの流し込みがで

き なかった と きにはエラー メ ッ セージ も入っています。 注釈はデフ ォル ト で生成され

ますが、 プレ ビ ューの構成で無効化する こ と も でき ます。 PDF/A-1 ・ PDF/X 規格では

注釈の使用は制限されていますので、 「ブロ ッ ク PDF の PDF/A か PDF/UA か PDF/X ス

テータ スを転写」 オプシ ョ ンを有効にする と、 注釈は生成されません。

> レ イヤー ： ページの内容は、 分析 と デバッ グが容易にな る よ う 、 複数のレ イ ヤーに分

けて配置されます。 ページ背景 （すなわち元のページの内容）、 ブロ ッ ク の種類毎、 流

し込みができ なかったエラーブロ ッ ク、 ブロ ッ ク情報を持った注釈について、 それぞ

れ別々のレ イ ヤーが作成されます。 空のレ イ ヤーは生成されません （エラーが何も起

きなかった場合など）。 レ イヤーの一覧を 「表示」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「レ

イヤー」 で表示でき ます。 デフ ォル ト では、 ページのすべてのレ イ ヤーが表示されま

す。 いずれかのレ イ ヤーの内容を見えな く するには、 レ イ ヤー名の左にあ る眼のア イ

コ ンを ク リ ッ ク し ます。 レ イ ヤーの生成は、 プレ ビ ューの構成で無効化する こ と も可

能です。 PDF/A-1 ・ PDF/X-3 規格ではレ イ ヤーの使用は制限されていますので、 「ブ

ロ ッ ク PDF の PDF/A か PDF/UA か PDF/X ステータ スを転写」 オプシ ョ ンを有効にする

と、 レ イヤーは生成されません。

PDF/A か PDF/UA か PDF/X ステータ スを転写 「ブロ ッ ク PDF の PDF/A か PDF/UA か PDF/
X ステータ スを転写」 構成は、 これらの規格に従った PDF 出力を生成する必要があ る と き

に有用です。 転写モード は、 入力が以下のいずれかの規格に準拠し ている と きに有効にで

き ます ：

PDF/A-1a:2005, PDF/A-1b:2005
PDF/A-2a, PDF/A-2b, PDF/A-2u
PDF/A-3a, PDF/A-3b, PDF/A-3u

PDF/UA-1

PDF/X-3:2003
PDF/X-4, PDF/X-4p
PDF/X-5n

プレ ビ ューが転写モード で作成される と きは、PPS は、 ブロ ッ ク PDF の以下の性質を、 生

成するプレ ビ ューへ複製し ます ：

> PDF 規格識別。

> 出力イ ンテン ト 条件。

> ページ寸法。 すべてのページ枠を含みます。

> タ グ付き PDF ： 文書言語 （も し あれば）。

> XMP 文書 メ タデータ。

規格準拠の PDF 文書を転写する際には、 すべてのブロ ッ ク流し込み操作が、 それぞれの

規格に準拠し ている必要があ り ます。 た と えば、 出力イ ンテン ト がなければ、 ICC プ ロ

フ ァ イルのない RGB 画像は使えません。 同様に、 使用フ ォ ン ト はすべて埋め込む必要が

あ り ます。 すべての要件の一覧を、 331 ページ 「12.3 PDF/A によ る アーカ イ ビング」 と、

343 ページ 「12.4 PDF/X によ る印刷出力」 に示し ています。 PDF/A または PDF/X 転写

モード でのブロ ッ ク流し込み操作が、 選択されている規格に違反する と きには （デフ ォル

ト 画像が RGB 色空間を用いているにもかかわらず文書が適切な出力イ ンテン ト を含んで

いない場合など） 、 エラー メ ッ セージが表示され、 プレ ビ ューは生成されません。 これに

よ り ユーザーは作業フ ローのかな り 早い時点で規格違反の危険に気づけます。
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デフ ォル ト テキス ト に記号フ ォ ン ト を使用 記号 フ ォ ン ト を用いてい る ブ ロ ッ ク にデ

フ ォル ト テキス ト を与え る方法は 2 通 り あ り ます ：

> 8 ビ ッ ト レガシーコード を使用する。このコード はた と えば Windows の文字コード表ア

プ リ ケーシ ョ ンで表示されます。 この 8 ビ ッ ト コード を defaulttext に与えます。 その

ためには具体的には、 対応する 8 ビ ッ ト キ ャ ラ ク ターを直接的に入力するか （た と え

ば Windows の文字コード表から コ ピー ・ ペース ト する こ と によ って）、 あ るいは数値の

エスケープシーケン ス を用います。 こ の場合には、 「テキス ト 作成」 プロパテ ィ グルー

プの charref プロパテ ィ をデフ ォル ト 値 false のま まにし てお く 必要があ り 、 文字参照

は使用でき ません。 た と えば、 以下のデフ ォル ト テキス ト は、 charref=false であれば、

記号フ ォ ン ト Wingdings の 「スマイ リ ー」 グ リ フ を生成し ます ：

J
\x4A
\112

> Unicode 値か、 フ ォ ン ト 内で用いられている グ リ フ名を使用する。 「テキス ト 作成」 プ

ロパテ ィ グループの charref プロパテ ィ を true に設定し、記号の文字参照かグ リ フ名参

照を与えます （121 ページ 「5.6.2 文字参照」 を参照）。 た と えば、 以下のデフ ォル ト テ

キス ト は、 charref=true であれば、 記号フ ォ ン ト Wingdings の 「スマイ リ ー」 グ リ フ を

生成し ます ：

&#xF04A;
&.smileface;

どち らのや り 方でも、 ブロ ッ ク プロパテ ィ ダ イ ア ロ グでは、 実際の記号グ リ フではな く 、

代替表現が表示される こ と に留意し て く ださい。
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13.6 PPS でブロ ッ クに流し込み
PPS でブロ ッ ク に流し込みを行 う には、 まずブロ ッ ク を含むページを、PDF_fit_pdi_page( )
関数で出力ページ上に貼 り 付け る必要があ り ます。 ページを貼 り 付けた後、 その上のブ

ロ ッ クへ PDF_fill_*block( ) 関数群で流し込みを行 う こ と ができ ます。

簡単な例 ： 可変テキス ト をテンプ レー ト に追加 PDF テンプレー ト への動的テキス ト の

追加は、 非常に頻繁に必要と なる動作です。 以下のコード断片は、 入力 PDF 文書 （テン

プレー ト 、 ブロ ッ ク コ ンテナ） の中のページを開き、 それを出力ページ上に配置し、 そし

て firstname と い う テキス ト ブロ ッ クに可変テキス ト を入れ込んでいます ：

doc = p.open_pdi_document(filename, "");
if (doc == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

page = p.open_pdi_page(doc, pageno, "");
if (page == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

p.begin_page_ext(width, height, "");

/* 取り込んだページを貼り付け */
p.fit_pdi_page(page, 0.0, 0.0, "");

/* 貼り付けたページ上のブロック1個へ流し込み */
p.fill_textblock(page, "firstname", "Serge", "encoding=winansi");

p.close_pdi_page(page);
p.end_page_ext("");
p.close_pdi_document(doc);

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/starter_block ト ピ ッ クにあり ます。

ブロ ッ クのプロパテ ィ をオーバーラ イ ド 場合に よ っては、 プ ロ グ ラ マーが、 ブ ロ ッ ク

の定義が与えているプロパテ ィ 群を一部だけ採用し、その他のプロパテ ィ をカス タ ムの値

でオーバーラ イ ド し たいこ と があ り ます。 これはさ まざまな場合に有用です ：

> 業務上の要請で特定のオーバーラ イ ド が必要と判断される場合に対応。

> 画像・PDF ページの拡縮倍率を、ブロ ッ ク定義から採らずに、アプ リ ケーシ ョ ンで算出。

> ブロ ッ ク の座標をプロ グ ラ ムで変え る。 生成し たい請求書のデータ項目数が一定でな

い場合など。

> 別々のスポ ッ ト カ ラー名を与え る こ と も可能。 プ リ ン ト サービ ス業務で、 顧客ご と の

要請に合わせるため。

プロパテ ィ をオーバーラ イ ド するには、 PDF_fill_*block( ) 関数群のオプシ ョ ン リ ス ト にプ

ロパテ ィ の名前と値を与えます。 例 ：

p.fill_textblock(page, "firstname", "Serge", "fontsize=12");

これは、 ブロ ッ ク の内部の fontsize プロパテ ィ を、 与えた値 12 でオーバーラ イ ド し ます。

ほ と んどすべてのプロパテ ィ 名を、 オプシ ョ ン と し て用いる こ と が可能です。

プロパテ ィ のオーバーラ イ ド は、それぞれの関数呼び出しにのみ適用されます。ブロ ッ

ク定義内に保持されるわけではあ り ません。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/starter_block/
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テキス ト フ ローブロ ッ ク を流し込みと同時に移動させる テキ ス ト フ ローブロ ッ ク はサ

イ ズが固定なので、 そのテキス ト 内容が変わる と そぐわない場合があ り ます。 テキス ト が

わずかしかない と きには、 2 つのブロ ッ ク の間にアキが生じ て し ま う かも しれません。 テ

キ ス ト が多すぎ る場合には、 そのブロ ッ ク の長方形に収ま り き ら ない こ と も あ り えます。

そのよ う な場合には、テキス ト フ ローの流し込みの結果を ク エ リ ーし て次のブロ ッ ク の位

置を調整する こ と が可能です ：

> デフ ォル ト の fitmethod は auto ですので、テキス ト がブロ ッ クの長方形にむ り や り はめ

込 ま れ ま す。 テ キ ス ト が多い時にブ ロ ッ ク か ら あふれて も よ い こ と にす る には、

fitmethod を nofit に設定する必要があ り ます。 これを指定するには、 デザイ ン時にブ

ロ ッ ク テ ンプ レー ト 内でブ ロ ッ ク プ ロ パテ ィ で指定す る か、 PDF_fill_textblock( ) に

fitmethod オプシ ョ ンを与えます。

> PDF_fill_textblock( ) にダ ミ ーオプシ ョ ン textflowhandle=-1（PHPでは textflowhandle=0）

を与え る と、 こ の メ ソ ッ ド は、 ブロ ッ クの内容のテキス ト フ ローハン ド ルを返し ます。

> 返されたテキス ト フ ローハン ド ルを PDF_info_textflow( ) に与え る こ と によ って、 キー

ワード textendy を用いてテキス ト の終点を ク エ リ ーし ます。

> PDF_pcos_get_number( ) と pCOS パス pages[ ..]/blocks/<blockname>/Rect[1] を用いてブ

ロ ッ ク の下辺の位置を ク エ リ ーし ます。

> この 2 つの値の差を と り ます。このオフセ ッ ト が正な ら、テキス ト フ ローがブロ ッ ク を

満た し き ら なかった と い う こ と です。 負な ら、 テキ ス ト フ ローがブロ ッ ク か ら あふれ

たわけです。 いずれの場合も、 次のブロ ッ ク を、 こ のオフセ ッ ト の分だけ上か下へ動

かせばよいのです。 これを実現するには、 PDF_fill_textblock( ) の refpoint オプシ ョ ンで

Rect プロパテ ィ をオーバーラ イ ド し ます。 このオプシ ョ ンでは絶対座標が必要ですか

ら、 ブロ ッ ク の縦位置を ク エ リ ーする必要があ り （前の手順を参照）、 そし て元の位置

と オフセ ッ ト の和を refpoint オプシ ョ ンに与え る必要があ り ます。

> こ の方式は、 任意の数のテキ ス ト フ ローブロ ッ ク に対し て も、 各ブロ ッ ク のオフセ ッ

ト を累積させる こ と によ って、 適用し てゆ く こ と ができ ます。 各ブロ ッ ク の内容に応

じ て、 その次のブロ ッ ク を、 上か下へ、 適切な量だけ動かし ていき ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルが starter_block サンプルにあ り ます。

流し込んだブロ ッ クの上に取り込んだページを配置 取 り 込んだページは、 どのブロ ッ

ク流し込み関数を使 う よ り も前に、 出力ページに配置し てお く 必要があ り ます。 と い う こ

と は元ページは通常、 ブロ ッ ク内容よ り も下層に配置される こ と にな り ます。 しかし場合

によ っては、流し込みが行われたブロ ッ ク よ り も上層に元ページを配置し たいこ と も あ る

でし ょ う 。 これを実現するには、 ページをいったん PDF_fit_pdi_page( ) の blind オプシ ョ

ンを用いて貼 り 付ける こ と によ り 、そのページのブロ ッ ク と その位置を PPS に知らせてお

き、 ブロ ッ クへの流し込みが済んだ後にページを再び貼 り 付ける こ と によ り 、 実際にペー

ジ内容を表示させます ：

/* ブロックを用意するためにページをblindモードで配置してページを見えなくする */
p.fit_pdi_page(page, 0.0, 0.0, "blind");

/* ブロックへ流し込み */
p.fill_textblock(page, "firstname", "Serge", "encoding=winansi");

/* ... いろいろなブロックへ流し込み ... */

/* ページを再度配置、今度は見えるように */
p.fit_pdi_page(page, 0.0, 0.0, "");

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/starter_block/
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ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/block_below_contents ト ピ ッ クにあり ま

す。

ブロ ッ クへ流し込む際にコ ンテナページを無視 取 り 込んだブロ ッ ク は、 そのブ ロ ッ ク

の背景のページ内容を一切参照せずに、 プレース ホルダー と し て使って も よいでし ょ う 。

ブロ ッ ク を持つコ ンテナページをブ ラ イ ン ド モー ド で、 すなわち PDF_fit_pdi_page( ) で

blind オプシ ョ ンを指定し て、1 個ないし複数のページ上に貼 り 付けた う えで、ブロ ッ クへ

の流し込みを行 う と い う 方法です。 こ う すれば、 出力ページ上にコ ンテナページを貼 り 付

ける こ と な く 、 ブロ ッ クやそのプロパテ ィ の利点を活用する こ と ができ、 また、 ブロ ッ ク

を複数のページ上へ （または同一出力ページ上へも） 複製する こ と が可能にな り ます。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/duplicate_block ト ピ ッ クにあ り ます。

テキス ト フ ローブロ ッ ク を連結 テキ ス ト フ ローブロ ッ ク は、 前のブロ ッ ク か ら あふれ

たテキス ト が次のブロ ッ クに入る よ う 、 連結する こ と が可能です。 た と えば、 長い可変テ

キス ト があって、 別のページへ続かせる必要が想定される場合、 2 個のブロ ッ ク を連結し

ておけば、 1 個目のブロ ッ ク がいっぱいになって も、 残 り は 2 個目のブロ ッ クへ流し込ま

れます。

PPS は、PDF_fill_textblock( ) と ブロ ッ ク プロパテ ィ に与え られたテキス ト から内部的に

１ つのテキス ト フ ローを生成し ます。 連結されていないブロ ッ ク の場合には、 このテキス

ト フ ローはそのブロ ッ ク の中に配置され、 そのテキ ス ト フ ローハン ド ルは呼び出し が終

わった時点で削除され、 あふれたテキス ト は失われます。

連結されたテキ ス ト フ ローの場合には、 最初のブロ ッ クへ流し込んだ後に余っている

あふれテキス ト を、 その次のブロ ッ クへ流し込むこ と ができ ます。 最初のテキス ト フ ロー

の余 り がブロ ッ ク内容と し て使われ、 新たなテキス ト フ ローは生成されません。 このテキ

ス ト フ ローブロ ッ クの連結は以下のよ う に動作し ます ：

> 連結されたテキス ト ブロ ッ クチェーンの う ちの最初の PDF_fill_textblock( ) を呼び出す

際に、 textflowhandle オプシ ョ ンに値 -1 （PHP の場合 ： 0） を与え る必要があ り ます。

PDF_fill_textblock( ) は内部的に生成されたテキス ト フ ローハン ド ルを返し ますので、こ

れをアプ リ ケーシ ョ ン側で保持し てお く 必要があ り ます。

> 次に PDF_fill_textblock( ) を呼び出す際に、 前段で返されたテキス ト フ ローハン ド ルを

textflowhandle オプシ ョ ンに与え る こ と ができ ます （この時 text 引数にテキス ト を与

えて も無視されるので空にするべきです）。 ブロ ッ クへ、 テキス ト フ ローの余 り が流し

込まれます。

> この処理を、 さ ら な る テキス ト フ ローブロ ッ ク群に対し て繰 り 返すこ と ができ ます。

> 返されたテキス ト フ ローハン ド ルを PDF_info_textflow( ) に与えればブロ ッ ク流し込み

の結果を知る こ と ができ ます。 終了状況やテキス ト の終了位置などがわか り ます。

なお、 fitmethod プロパテ ィ は clip に設定する必要があ り ます （textflowhandle を与えて

いる場合にはこれがデフ ォル ト です） 。 テキス ト フ ローブロ ッ ク を連結する基本的なコー

ド 断片は以下のよ う にな り ます ：

p.fit_pdi_page(page, 0.0, 0.0, "");
tf = -1;

for (i = 0; i < blockcount; i++)
{

String optlist = "encoding=winansi textflowhandle=" + tf;
int reason;
tf = p.fill_textblock(page, blocknames[i], text, optlist);

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/block_below_contents/
https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/duplicate_block/
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text = null;

if (tf == -1)
break;

/* いちばん最近のfit_textflow()呼び出しの結果をチェック */
reason = (int) p.info_textflow(tf, "returnreason");
result = p.get_string(reason, "");

/* テキストが全部配置されたならループを抜ける */
if (result.equals("_stop"))
{

p.delete_textflow(tf);
break;

}
}

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ドサンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/linked_textblocks ト ピ ッ クにあ り ます。

ブロ ッ クの流し込み順序 ブロ ッ ク関数群 PDF_fill_*block( ) は、 プロパテ ィ と ブロ ッ ク内

容を、 以下の順序で処理し ます ：

> 背景：backgroundcolor プロパテ ィ が存在し、None 以外の色空間キーワード を持ってい

る と きは、 指定された色でブロ ッ ク領域が塗られます。

> 枠線 ： bordercolor プロパテ ィ が存在し、 None 以外の色空間キーワード を持っている と

きは、 指定された色 と線幅でブロ ッ ク の枠が描線されます。

> 内容 ： 与え られたブロ ッ ク内容 と、 bordercolor ・ linewidth 以外のすべてのプロパテ ィ

が処理されます。

> テキ ス ト 行 ・ テキ ス ト フ ローブロ ッ ク ： テキ ス ト もデフ ォル ト テキ ス ト も与え られて

いない と きは、 何も出力されません。 背景色やブロ ッ ク の枠線も あ り ません。

ネス ト されたブロ ッ ク ブロ ッ クへ流し込みを行 う 前には、 そのブロ ッ ク を含むページ

を出力ページ上にまず貼 り 付ける必要があ り ます （そ う でない と、 ページを拡縮 ・ 回転 ・

平行移動し た後のブロ ッ ク の位置を PPS が知 り えないため）。 ページをブロ ッ クのコ ンテ

ナ と し てのみ使ってお り 、 静的内容を新ページへコ ピーし な く てよい場合には、 取 り 込ん

だページを、 blind オプシ ョ ンを用いて貼 り 付ける こ と ができ ます。

取 り 込んだページを、 どのよ う な方法で出力ページ上に貼 り 付けて も、 ブロ ッ クへの

流し込みは行 う こ と ができ ます ：

> ページを PDF_fit_pdi_page( ) で直接貼 り 付け。

> ページをテーブルセル内に PDF_fit_table( ) で間接的に貼 り 付け。

> ページを他の PDF ブロ ッ ク の内容と し て PDF_fill_pdfblock( ) で貼 り 付け。

こ の 3 番目の方法、 すなわち PDF ブロ ッ クへ、 ブロ ッ ク を含む他のページを流し込むと

い う 方法を用いる と、 ブ ロ ッ ク コ ンテナをネス ト する こ と ができ ます。 こ れを活用する

と、 面白い使い方を簡単に実装でき ます。 た と えば、 2 段階のブロ ッ ク流し込み処理で、

組み付け と パーソナラ イゼーシ ョ ンの両方を実装する こ と ができ ます ：

> 第一層のブロ ッ ク コ ンテナページには、い く つかの大き な PDF ブロ ッ ク を置き ます。こ

れらは、 印刷する紙の上の主要な領域を表し ています。 PDF ブロ ッ クの配置は、 想定

し ている紙の後工程を反映し ています （折 り ・ 断裁等）。

> この第一層の PDF ブロ ッ ク それぞれへ、第二層のコ ンテナ PDFページを流し込みます。

この PDF ページには、テキス ト ・画像・PDF・ グ ラ フ ィ ッ クの う ちのいずれかのブロ ッ

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/linked_textblocks/
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ク を置いておき、 それらへ可変テキ ス ト を流し込んでパーソナラ イゼーシ ョ ンを行い

ます。

こ の方法でブ ロ ッ ク コ ンテナをネス ト でき ます。 ブ ロ ッ ク のネス ト は何重で も可能です

が、 三重以上のネス ト が必要になる こ と はまれでし ょ う 。

こ の第二層のブロ ッ ク コ ンテナ （レ ターのテンプレー ト ページなど） は、 それぞれの

組み付けページで同じにする こ と もでき ますし、 別のものにする こ と もでき ます。 も し同

じ に し た場合には、 まずレ ターテンプレー ト 上のブ ロ ッ ク群への流し込みを行なってか

ら、 そのレ ターテンプレー ト 自体を次の第一層ブロ ッ ク内に貼 り 付ける必要があ り ます。

なぜな ら、 PPS はつねに、 テンプレー ト ページがも っ と も最近に配置された位置を用いる

からです。

ク ッ クブ ッ ク 完全なコー ド サンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/nested_blocks ト ピ ッ クにあり ます。

ブロ ッ クの座標 ブロ ッ ク の長方形の座標は、 PDF のデフ ォル ト 座標系を参照し ていま

す。ブロ ッ ク を含んだページを PPS で出力ページに配置する と きには、PDF_fit_pdi_page( )
に対し てい く つかの位置付け ・ 拡縮オプシ ョ ン を与え る こ と ができ ます。 こ れら のオプ

シ ョ ンは、 そのブロ ッ ク が処理される際に考慮されます。 これを利用する と、 1 つのテン

プレー ト ページを出力ページ上に何度でも配置し て、そのたびにそのブロ ッ ク群へデータ

を流し込むこ と ができ ます。 た と えば 1 枚の組み付け紙上に、 1 つの名刺テンプレー ト を

4 回配置する と いった こ と が可能です。 ブロ ッ ク関数群は、 座標系の変換を正し く 行い、

すべてのブロ ッ クに対し て、 それがページ上に配置されるたびに、 正し く テキス ト を配置

し ます。 ク ラ イ アン ト に求め られるのはただ、 ページを配置し て、 そ し てその配置し た

ページ上のすべてのブロ ッ ク を処理する こ と だけです。 以後はそのページを、 出力ページ

上の他の場所に配置し た う えで、その新しい場所に対し て さ らにブロ ッ ク処理操作を行 う

こ と ができ、 これを繰 り 返し てい く こ と が可能です。

Block Plugin におけるブロ ッ ク座標の表示のされ方は、PDF フ ァ イル内に格納されてい

る もの と は異なっています。 プラ グ イ ンでは Acrobat の方式を用いて、 座標の原点をペー

ジの左上隅に置いていますが、 内部座標 （ブロ ッ ク内に格納されている も の） では PDF

の方式を用いて、 座標の原点をページの左下隅に置いているためです。 プロパテ ィ ダ イ ア

ロ グの座標表示は、 Acrobat で指定されている単位にも従います （376 ページ 「ブロ ッ ク

のサイ ズ と位置」 参照）。

ブロ ッ ク プロパテ ィ でスポ ッ ト カ ラー ブロ ッ ク プロパテ ィ で特色 （スポ ッ ト カ ラー） を

使 う には、 「...」 を ク リ ッ クすれば、 すべての HKS ・ Pantone スポ ッ ト カ ラーの一覧を表示

でき ます。 これらのカ ラー名は PPS に内蔵されてお り 、 こ と さ ら準備な しに使用でき ま

す。 カス タ ム スポ ッ ト カ ラーに対し ては、 Block Plugin で代替色を定義する こ と が可能で

す。ブロ ッ ク プロパテ ィ で代替色を指定し ていない と きは、PPS アプ リ ケーシ ョ ンで PDF_
makespotcolor( ) か然るべき カ ラーオプシ ョ ン リ ス ト を用いてカ ス タ ム スポ ッ ト カ ラーを

あ らかじめ定義し てお く 必要があ り ます。そ う でない と ブロ ッ クへの流し込みは失敗し ま

す。

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/nested_blocks/
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13.7 ブロ ッ クのプロパテ ィ
PPS と Block Plugin には、 すべての種類のブロ ッ クに適用でき る一般プロパテ ィ 群と、 ブ

ロ ッ ク の種類 「テキス ト 行」 ・ 「テキス ト フ ロー」 ・ 「画像」 ・ 「PDF」 ・ 「グラ フ ィ ッ ク」 にそ

れぞれ特有のプロパテ ィ 群が用意されています。

プロパテ ィ は、 ハン ド ル と ア ク シ ョ ン リ ス ト 以外、 オプシ ョ ン リ ス ト と 同じデータ型

をサポー ト し ています。

ブロ ッ ク プロパテ ィ の名前は一般に、 PDF_fit_textline( ) や PDF_fit_image( ) など API 関

数のオプシ ョ ン と同じです （た と えば fitmethod や charspacing）。 その場合には動作は、

それぞれ対応するオプシ ョ ンの説明に書いてあ る もの と ま った く 同じです。

13.7.1 管理プロパテ ィ

管理プロパテ ィ 群はすべての種類のブロ ッ ク に適用されます。 必須エン ト リ ー群は Block

Plugin によ って自動生成されます。 管理プロパテ ィ の一覧を表 13.4 に示し ます。

表 13.4 管理プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

Description （文字列） ブロ ッ クの機能に関する、 人が読める説明。 エン コーデ ィ ングは PDFDocEncoding か

Unicode （後者の場合は先頭 BOM）。 このプロパテ ィ は、 ユーザーへの情報提供のためだけにあり、

PPS からは無視されます。

Locked （論理値） true にする と、 ブロ ッ ク と そのプロパテ ィ を Block Plugin で編集できな く な り ます。 こ

のプロパテ ィ は PPS からは無視されます。 デフ ォル ト ： false

Name （文字列、 必須） ブロ ッ クの名称。 このブロ ッ ク名は、 ページご とに一意である必要があ り ます

が、 文書内では一意でな く てもかまいません。 3 種のキャ ラ ク ター [ ] / は、 ブロ ッ ク名には使え

ません。 ブロ ッ ク名は最長 125 文字です。

Subtype （キーワー ド、 必須） ブロ ッ クの種類によ って、 Text ・ Image ・ PDF・Graphics のいずれか。 なお、

テキス ト 行ブロ ッ ク と テキス ト フ ローブロ ッ クはどち ら も Subtype が Text にな り、 両者は

textflow プロパテ ィ で区別されます。

textflow （論理値） 一行処理か複数行処理かを制御。 このプロパテ ィ は、 Block Plugin のユーザーイ ン ター

フ ェ イスでは表示されず、 それぞれテキス ト 行ブロ ッ ク と テキス ト フ ローブロ ッ クへマ ッ プ され

ます （デフ ォル ト ： false） ：

false テキス ト 行ブロ ッ ク ： テキス ト が一行で組まれ、 PDF_fit_textline( ) で処理されます。

true テキス ト フ ローブロ ッ ク ： テキス ト が複数行にわたる こ とができ、 PDF_fit_textflow( ) で

処理されます。 標準テキス ト プロパテ ィ 群のほかにテキス ト フ ロー関連プロパテ ィ 群も

指定できます （表 13.9 参照）。

Type （キーワー ド、 必須） つねに Block
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13.7.2 長方形プロパテ ィ

長方形プロパテ ィ 群はすべての種類のブロ ッ クに適用され、ブロ ッ ク の長方形本体の書式

を記述し ます。 必須エン ト リ ー群は Block Plugin によ って自動生成されます。 長方形プロ

パテ ィ の一覧を表 13.5 に示し ます。

表 13.5 長方形プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

background-
color

（色） このプロパテ ィ を指定し て None 以外の色空間キーワー ドを与えると、 長方形が描かれ、 与

えた色で塗られます。 既存のページ内容を覆い隠し たいと きに有用です。 デフ ォル ト ： None

bordercolor （色） このプロパテ ィ を指定し て None 以外の色空間キーワー ドを与えると、 長方形が描かれ、 与

えた色で描線されます。 デフ ォル ト ： None

linewidth （float。 正の値でなければならない） ブロ ッ クの長方形の描画に使用する線の描線幅。 bordercolor
設定時のみ有効です。 デフ ォル ト ： 1

Rect （長方形、 必須） ブロ ッ クの座標。 座標原点はページ左下隅。 ただ し Block Plugin では、 座標は

Acrobat の方式で、 すなわちページ左上隅を原点と し て表されます。 座標の単位は、 Acrobat では

その時点で選択されている単位で表示されますが、 PDF フ ァ イル内部ではつねにポイ ン ト 単位で

格納されています。

Status （キーワー ド） PPS と ブロ ッ ク機能がブロ ッ ク を処理する方式を記述 （デフ ォル ト ： active） ：

active ブロ ッ ク をそのプロパテ ィ に従って完全に処理。

ignore ブロ ッ ク を無視。

ignoredefault
defaulttext/image/pdf/graphics プロパテ ィ ・ オプシ ョ ンが無視される、 すなわち可

変内容がないと き （特にプレビ ューで） ブロ ッ クが空のままになる点を除き、 active
と同じ。 これは特に、 ブロ ッ クがプレビ ュー生成のためのデフ ォル ト 内容を持っている

かも しれないけれど も、 サーバーサイ ド でブロ ッ クへ流し込みが行われる際にはそのブ

ロ ッ クのデフ ォル ト 内容が用いられないよ う にし たいと きに有用です。 また、 ブロ ッ ク

をプレビ ューする際にも、 ブロ ッ ク プロパテ ィ からデフ ォル ト 内容を削除する こ と な く

デフ ォル ト 内容を無効化するために用いる こ とができます。

static 可変内容を配置し ない。 ブロ ッ クにデフ ォル ト のテキス ト ・ 画像 ・ PDF ・ グラ フ ィ ッ ク

内容があれば、 それが用いられます。
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13.7.3 書式プロパテ ィ

書式プロパテ ィ 群は組版の詳細を指定し ます ：

> 透過書式プロパテ ィ の一覧を表 13.6 に示し ます。 これらはすべての種類のブロ ッ ク に

適用されます。

> テキス ト 書式プロパテ ィ の一覧を表 13.7 に示し ます。 これらはテキス ト 行ブロ ッ ク と

テキス ト フ ローブロ ッ ク に適用されます。 

表 13.6 すべてのブロ ッ ク種別に対する透過書式プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

blendmode （キーワー ド リ ス ト 。 PDF/A-1 モー ド で用いられる と きは値 Normal を持つ必要があ り ます） ブレ

ン ド モー ドの名前 ： None・Color・ColorDodge・ColorBurn・Darken・Difference・Exclusion・

HardLight・Hue・Lighten・Luminosity・Multiply・None・Normal・Overlay・Saturation・
Screen・SoftLight。 デフ ォル ト ： None

opacityfill （float。 PDF/A モー ド で用いられる と きは値 1 を持つ必要があ り ます） 塗り操作の不透明度を範囲

0 ～ 1 で表し たもの。 値 0 は完全透過を意味し、 1 は完全不透過を意味し ます。

opacitystroke （float。 PDF/A モー ド で用いられる と きは値 1 を持つ必要があ り ます） 描線操作の不透明度を範囲

0 ～ 1 で表し たもの。 値 0 は完全透過を意味し、 1 は完全不透過を意味し ます。
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表 13.7 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに対するテキス ト 書式プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

charspacing （float またはパーセン ト 値） 文字間隔。 パーセン ト 値は fontsize に対する割合。 デフ ォル ト ： 0

decoration-
above

（論理値） true の場合、 underline ・ strikeout ・ overline オプシ ョ ンで有効にされたテキス ト 装

飾がテキス ト の前面に描かれ、 そ う でなければテキス ト の背面に描かれます。 描画順序を変える

と、 装飾線の書式に影響を与えます。 デフ ォル ト ： false

fillcolor （色） テキス ト の塗り色。 デフ ォル ト ： gray 0 （= 黒）

fontname1
（文字列） フ ォ ン ト の名前。 PDF_load_font( ) が求める ものと同じ です。 Block Plugin では、 システム

で利用可能なフ ォ ン ト の一覧が表示されます。 ただ し こ う し たフ ォ ン ト 名は、 macOS ・ Windows ・

Unix システム間で互換とは限り ません。 fontname の先頭が 「@」 キャ ラ ク ターである場合は、 そ

のフ ォ ン ト は縦書きモー ド で適用されます。 ブロ ッ クに流し込みを行う際には、 PDF_fill_

textblock( ) に、 font オプシ ョ ンを与えていない限り、 テキス ト のエン コーデ ィ ングをオプシ ョ ン

と し て与える必要があ り ます。

fontsize1
（float） 文字のサイズをポイ ン ト 単位で指定

horizscaling （float またはパーセン ト 値） テキス ト の横伸縮。 デフ ォル ト ： 100%

italicangle （float） テキス ト の斜体角度を度単位で指定。 デフ ォル ト ： 0

kerning （論理値） カーニングの動作。 デフ ォル ト ： false

overline （論理値） 上線のモー ド。 デフ ォル ト ： false

shadow （複合） 影付き効果を生成 （デフ ォル ト ： 影な し）。 以下のサブプロパテ ィ を使えます ：

fillcolor （色） 影の色。 デフ ォル ト ： {gray 0.8}

offset （float 2 個かパーセン ト 値 2 個のリ ス ト ） テキス ト の参照点からの影のオフセ ッ ト を、

ユーザー座標で、 または文字サイズに対するパーセン ト 値で表したもの。 デフ ォル ト ：
{5% -5%}

strikeout （論理値） 取り消し線のモー ド。 デフ ォル ト ： false

strokecolor （色） テキス ト の描線色。 デフ ォル ト ： gray 0 （= 黒）

strokewidth （float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか。 textrendering が袋文字に設定されている と きの

み意味を持ちます） 袋文字の線幅 （ユーザー座標で、 または percentage に対するパーセン ト 値

で）。 キーワー ド auto、またはそれと等価な値 0 は、 内蔵のデフ ォル ト を用います。 デフ ォル ト ：

auto

textrendering （整数） テキス ト 表現モー ド。 Type 3 フ ォ ン ト では値 3 のみ意味を持ちます （デフ ォル ト ： 0） ：

0 テキス ト を塗る 4 テキス ト を塗り、 ク リ ッ ピングパスに追加

1 テキス ト を描線 （袋文字） 5 テキス ト を描線し、 ク リ ッ ピングパスに追加

2 テキス ト を塗って描線 6 テキス ト を塗って描線し、 ク リ ッ ピングパスに追加

3 不可視テキス ト 7 テキス ト を ク リ ッ ピングパスに追加

（ブロ ッ クでは不可）

textrise （float またはパーセン ト 値） テキス ト の縦方向のオフセ ッ ト 。 パーセン ト 値は fontsize に対する

割合。 デフ ォル ト ： 0

underline （論理値） 下線のモー ド。 デフ ォル ト ： false

P

P
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underline-
position

（float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか） 下線テキス ト のベースラ イ ンに対する描線の相対

位置。 パーセン ト 値は fontsize に対する割合。 デフ ォル ト ： auto

underline-
width

（float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか） 下線テキス ト の線幅。 パーセン ト 値は fontsize に

対する割合。 デフ ォル ト ： auto

wordspacing （float またはパーセン ト 値） 単語間隔。 パーセン ト 値は fontsize に対する割合。 デフ ォル ト ： 0

1. このプロパテ ィ は、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クでは必須です。 Block Plugin はこれを自動生成し ます。

表 13.7 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに対するテキス ト 書式プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説
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13.7.4 テキス ト 作成プロパテ ィ

テキス ト 作成プロパテ ィ 群は、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ ク の前処理工程を指定

し ます。 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ ク に適用される テキス ト 作成プロパテ ィ の一

覧を表 13.8 に示し ます。

表 13.8 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに対するテキス ト 作成プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

charref （論理値） true にする と、 数値参照 ・ 文字参照 ・ グ リ フ名参照の置き換えが行われます。 デフ ォル

ト ： グローバルな charref オプシ ョ ン

escape-
sequence

（論理値） true にする と、 内容文字列 ・ ハイパーテキス ト 文字列 ・ 名前文字列内のエスケープシー

ケンスの置き換えが行われます。 デフ ォル ト ： グローバルな escapesequence オプシ ョ ン

features （キーワー ドのリ ス ト ） script ・ language オプシ ョ ンに従って、 OpenType フ ォ ン ト のどのタ イポ

グラ フ ィ ー機能をテキス ト に適用するかを指定。 フ ォ ン ト にない機能のキーワー ドは警告な く 無

視されます。 以下のキーワー ド を使えます ：

_none フ ォ ン ト 内のどの機能も適用し ない。 例外と し て、 vert 機能は novert キーワー ド を用

いて明示的に無効化する必要があ り ます。

<名前> 4文字のOpenTypeタグ名を与える と その機能が有効化されます。 よ く 用いられる機能名

はliga ・ ital ・ tnum ・ smcp ・ swsh ・ zeroなどです。 利用できる機能の名前と説明の全一

覧を、 167ページ 「7.3.1 対応し ているOpenTypeレ イアウ ト 機能」 に示し ています。

no<名前> 機能名の前に接尾辞noをつける と （noliga等） その機能が無効化されます。

デフ ォル ト ： 横書きモー ド では _none。 縦書きモー ド では vert が自動的に適用されます。

OpenType 機能対応を利用するには PDF_load_font( ) の readfeatures オプシ ョ ンが必要です。

language （キーワー ド。 script を与えられている場合にのみ意味を持ちます） 指定し た言語に従ってテキス

ト を処理。 これは features ・ shaping オプシ ョ ンに対し て意味を持ちます。 すべてのキーワー ド

の一覧を 176 ページ 「7.4.2 用字系と言語」 に示し ています。 例 ： ARA （ア ラ ビア語） ・ JAN （日本

語） ・ HIN （ヒ ンデ ィ ー語）。 デフ ォル ト ： _none （言語未定義）

script （キーワー ド。 shaping=true の場合には必須） 指定し た用字系に従ってテキス ト を処理。 これは

features ・ shaping ・ advancedlinebreaking オプシ ョ ンに対し て意味を持ちます。 最も よ く 使われ

る用字系のキーワー ドは以下の通り です ： _none （未定義の用字系） ・ latn ・ grek ・ cyrl ・ armn ・

hebr ・ arab ・ deva ・ beng ・ guru ・ gujr ・ orya ・ taml ・ thai ・ laoo ・ tibt ・ hang ・ kana ・ han。 キー

ワー ド _auto は、 テキス ト 内の大多数のキャ ラ ク ターが属する用字系を選択し ますが、 ただ し

latn ・ _none は無視されます。 キーワー ドの全一覧が 176 ページ 「7.4.2 用字系と言語」 にあ り ま

す。 デフ ォル ト ： _none

shaping （論理値） true にする と、 テキス ト が script ・ language オプシ ョ ンに従って整形 （シ ェーピング）

されます。 script オプシ ョ ンの値を _none 以外にする必要があ り、 かつ、 必要なシ ェーピング

テーブルがフ ォ ン ト 内で得られる必要があ り ます。 デフ ォル ト ： false
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13.7.5 テキス ト 組版プロパテ ィ

テキス ト フ ローブロ ッ ク にだけ使用でき るテキス ト 組版プロパテ ィ の一覧を表 13.9 に示

し ます。ただし stamp プロパテ ィ だけはテキス ト 行ブロ ッ クにも使用でき ます。 これら を

用いて、テキス ト フ ロー処理のための初期オプシ ョ ン リ ス ト を構築でき ます （PDF_create_
textflow( ) の optlist 引数に対応）。 テキス ト フ ローで用いる イ ン ラ イ ンオプシ ョ ン リ ス ト

は、 プラ グ イ ンでは指定できず、 サーバー上で PDF_fill_textblock( ) によ るブロ ッ クへの流

し込みの際に、 またはブロ ッ ク の defaulttext プロパテ ィ 内で、 テキス ト 内容の一部と し

て与え る こ と ができ ます。

表 13.9 テキス ト 組版プロパテ ィ （主にテキス ト フ ローブロ ッ ク用）

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

adjust-
method

（キーワー ド） minspacing ・ maxspacing オプシ ョ ンで指定し た制限の範囲内で単語間隔を詰めた り

拡げた り し ても テキス ト が行内に収ま り き らない時に行の調整に用いる方式 （デフ ォル ト ：

auto） ：

auto 以下の方式を順に適用 ： shrink ・ spread ・ nofit ・ split。

clip はめ込み枠の右端 （rightindent オプシ ョ ンを考慮） からはみ出し た部分を切り落とす

点を除いて、 nofit と同じ。

nofit 最後の単語を次行へ送る。 ただ し、 残される （短い） 行が、 nofitlimit オプシ ョ ンで

指定されたパーセン ト 値よ り も短 く ならない場合に限り ます。 均等配置の段落であって

も、 若干がたついて見える こ とがあ り ます。

shrink 単語が行内に収ま らないと き、 shrinklimit の制限内でテキス ト を圧縮。 それでも収ま

らなければ nofit 方式を適用。

split 最後の単語を次行へ送らずハイ フネーシ ョ ンを強制。 テキス ト フ ォ ン ト ならハイ フ ン

キャ ラ ク ターを挿入し ますが、 記号フ ォ ン ト なら挿入し ません。

spread 最後の単語を次行へ送り、 残された （短い） 行を均等配置するよ う単語内の文字間の間

隔を spreadlimit の制限内で拡張。 それで均等配置できなければ nofit 方式を適用。

advanced-
linebreak

（論理値） 複雑用字系で必要と される高度な改行アルゴ リズムを適用し ます。 これはタ イ語など、

単語間の区切り を空白キャ ラ ク ターを用いて示さ ない用字系での改行に必須です。 locale ・

script オプシ ョ ンに従います。 デフ ォル ト ： false

alignment （キーワー ド） 段落内の行の書式を指定。 デフ ォル ト ： left。

left 左揃え （leftindent を始点と し て）。

center 中央揃え （leftindent から rightindent までの間で）。

right 右揃え （rightindent を終点と し て）。

justify 両端揃え。

avoid-
emptybegin

（論理値） true にする と、 はめ込み枠先頭の空行が削除されます。 デフ ォル ト ： false

fixedleading （論理値） true にする と、 各行内で最初に見つかった行送り値を用います。 そ う でないなら、 行内

のすべての行送り値のう ちの最大値を用います。 デフ ォル ト ： false

hortab-
method

（キーワー ド） テキス ト 内の水平タ ブの扱い。 算出位置がカ レン ト テキス ト 位置よ り左のと きは、

そのタ ブは無視されます （デフ ォル ト ： relative） ：

relative hortabsize で指定された分、 位置を進めます。

typewriter hortabsize の次の倍数まで位置を進めます。

ruler ruler オプシ ョ ン内の n 番目のタ ブ値まで位置を進めます。 こ こで n は、 その行内でそ

れまでに見つかった タ ブの数です。 n がタ ブ位置の数を超える分については、 relative
方式を適用し ます。
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hortabsize （float またはパーセン ト 値） 水平タ ブの幅1。 その解釈は hortabmethod オプシ ョ ンに依存し ます。

デフ ォル ト ： 7.5%

lastalignment （キーワー ド） 段落内の最終行の書式。 alignment オプシ ョ ンの全キーワー ド と以下のキーワー ド

を使えます （デフ ォル ト ： auto） ：

auto alignment オプシ ョ ンの値を使用、 ただ し それが justify なら left を使用。

leading （float またはパーセン ト 値） テキス ト のベースラ イ ン間の間隔を、 ユーザー座標で、 または文字サ

イズに対するパーセン ト 値で指定。 デフ ォル ト ： 100%

locale （キーワー ド） advancedlinebreak=true のと きに用字系特有の改行方式で用いられるロケール。

キーワー ドは、 以下の 1 個ないし複数の構成要素から成り、 オプシ ョ ナルな構成要素は下線キャ

ラ ク ター 「_」 で区切られます （その文法は、 NLS/POSIX のロケール ID とは若干異なっていま

す） ：

> （必須） ISO 639-2 （www.loc.gov/standards/iso639-2 を参照） に従った、小文字 2 文字または 3 文

字の言語コー ド。 例 ： en （英語） ・ de （ ド イ ツ語） ・ ja （日本語）。 これは language オプシ ョ ン と

は異なっています。

> （オプシ ョ ン） ISO 15924 に従った、 4 文字の用字系コー ド。 例 ： Hira （ひらがな） ・ Hebr （ヘブ ラ

イ文字） ・ Arab （ア ラ ビア文字） ・ Thai （タ イ文字）。

> （オプシ ョ ン） ISO 3166 に従った、 大文字 2 文字の国コー ド。 例 ： DE （ド イ ツ） ・ CH （スイス） ・ GB

（イギリ ス）。

ロケールを指定する こ とは、 高度な改行のために必須ではあ り ません ： キーワー ド _none は、 ロ

ケール独自の処理が行われないこ と を指定し ます。 デフ ォル ト ： _none。

例 ： de_DE ・ en_US ・ en_GB

maxspacing
minspacing

（float またはパーセン ト 値） 単語間の最大間隔 ・ 最小間隔 （ユーザー座標で表すか、 空白キャ ラ ク

ターの幅に対するパーセン ト 値で指定）。 算出される単語間隔が、 与えられた値までに制限されま

す （ただ し、 wordspacing オプシ ョ ンはなお加算されます）。 デフ ォル ト ： minspacing=50%、

maxspacing=500%

minlinecount （整数） はめ込み枠の最終段落の最小行数。 これよ り行が少ないと きには次のはめ込み枠内に配置

されます。 値 2 を用いる と、 段落の中の 1 行だけがはめ込み枠末尾に配置される （「オーフ ァ ン」）

のを避けられます。 デフ ォル ト ： 1

nofitlimit （float またはパーセン ト 値） nofit 方式における行の長さの下限 （ユーザー座標で表すか、 はめ込

み枠の幅に対するパーセン ト 値で指定）。 デフ ォル ト ： 75%

parindent （float またはパーセン ト 値） 段落の先頭行の左イ ンデン ト 1。 leftindent にこの値が加算されま

す。 このオプシ ョ ンを行内で指定する と、 タ ブのよ う に動作し ます。 デフ ォル ト ： 0

rightindent
leftindent

（float またはパーセン ト 値） 全テキス ト 行の右イ ンデン ト ・ 左イ ンデン ト 1。 leftindent が行内で

指定された場合、 決定された位置がカ レン ト テキス ト 位置よ り左のと きは、 このオプシ ョ ンはカ

レン ト 行については無視されます。 デフ ォル ト ： 0

ruler2 （float のリ ス ト 、 またはパーセン ト 値のリ ス ト ） hortabmethod=ruler に対する絶対タ ブ位置のリ ス

ト 1。 このリ ス ト は、 非負エン ト リーを昇順で最大 32 個持てます。 デフ ォル ト ： hortabsize の整

数倍

shrinklimit （パーセン ト 値） shrink 方式におけるテキス ト 長体の下限。 算出される縮小率が、 与えられた値ま

でに制限されます。 ただ し、 horizscaling オプシ ョ ンの値が乗算されます。 デフ ォル ト ： 85%

spreadlimit （float またはパーセン ト 値） spread 方式における 2 文字間の間隔の上限 （ユーザー座標で表すか、

文字サイズに対するパーセン ト 値で指定）。 算出された文字間隔が、 charspacing オプシ ョ ンの値

に加算されます。 デフ ォル ト ： 0

表 13.9 テキス ト 組版プロパテ ィ （主にテキス ト フ ローブロ ッ ク用）

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

https://www.loc.gov/standards/iso639-2
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stamp （キーワー ド。 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ ク） このオプシ ョ ンを使う と、 ブロ ッ ク長方形

内の対角線上にス タ ンプを作成する こ とができます。 ス タ ンプのテキス ト は可能な限り拡大され

て印字されます。 ス タ ンプのテキス ト を枠内に配置する際には、 position ・ fitmethod ・

orientate （north ・ south のみ） オプシ ョ ンに従います。 デフ ォル ト ： none。

ll2ur 左下隅から右上隅へ向かう対角線上にス タ ンプが配置されます。

ul2lr 左上隅から右下隅へ向かう対角線上にス タ ンプが配置されます。

none ス タ ンプは作成されません。

tabalignchar （整数） タ ブの小数点揃えの整列位置にし たいキャ ラ ク ターの Unicode 値。 デフ ォル ト ： キャ ラ ク

ター 「.」 （U+002E）

tabalignment2
（キーワー ドのリ ス ト ） タ ブ位置の整列方式。 このリ ス ト 内の各エン ト リーはそれぞれ、 ruler オ

プシ ョ ン内で、 その照応するエン ト リーの整列方式を定義し ます （デフ ォル ト ： left） ：

center テキス ト はタ ブ位置で中央揃え されます。

decimal 最初に現れる tabalignchar を タ ブ位置で左揃え されます。 tabalignchar が見つからな

いと きは右揃えが適用されます。

left テキス ト はタ ブ位置で左揃え されます。

right テキス ト はタ ブ位置で右揃え されます。

1.  ユーザー座標で、 またははめ込み枠の幅に対するパーセン ト 値で指定し ます。
2. タ ブ設定は、 ブロ ッ ク プロパテ ィ ダイアログの「テキスト組版」グループの「hortabmethod=ruler におけるルーラタブ」サ

ブグループで編集する こ とができます。

表 13.9 テキス ト 組版プロパテ ィ （主にテキス ト フ ローブロ ッ ク用）

キーワー ド と り う る値 ・ 解説
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13.7.6 オブジ ェ ク ト はめ込みプロパテ ィ

はめ込みプロパテ ィ 群は、 すべての種類のブロ ッ ク で利用でき ますが、 ただしい く つかの

プロパテ ィ は、 特定の種類のブロ ッ ク でのみ利用でき ます。 これらは、 ブロ ッ ク内に内容

が配置される方法を制御し ます ：

> テキ ス ト 行 ・ 画像 ・ PDF ・ グ ラ フ ィ ッ ク ブロ ッ ク で利用でき るはめ込みプロパテ ィ の

一覧を表 13.10 に示し ます。

> テキス ト フ ローブロ ッ ク で利用でき るはめ込みプロパテ ィ の一覧を表 13.11 に示し ま

す （主に縦方向のはめ込みに関する ものです）。

オブジ ェ ク ト はめ込みアルゴ リ ズムは、 ブ ロ ッ ク 長方形をはめ込み枠 と し て用います。

fitmethod=clip の場合を除き、 切 り 落 と しは行われません。 ブロ ッ ク内容がブロ ッ ク長方

形からはみ出さ ないよ う にし たい と きは、 fitmethod=nofit を避けて く ださい。 

表 13.10 テキス ト 行 ・ 画像 ・ PDF ・ グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ クに対するはめ込みプロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

alignchar （Unichar またはキーワー ド。 テキス ト 行ブロ ッ クにのみ適用） 指定されたキャ ラ ク ターをテキス

ト 内に見つけた と き、 その左下隅を、 ブロ ッ ク長方形の左下隅に整列させます。 横書きテキス ト

で orientate=north か south の場合には、 position オプシ ョ ンの 1 番目の値で位置を決定し ます。

縦書きテキス ト で orientate=west か east の場合には、 position オプシ ョ ンの 2 番目の値で位置

を決定し ます。 指定された位置整列キャ ラ ク ターがテキス ト 内にないと きは、 このオプシ ョ ンは

無視されます。 値 0 かキーワー ド none ならば、 位置整列キャ ラ ク ターを無効にし ます。

fitmethod は指定されれば適用し ますが、 alignchar で強制的に位置付けられるので、 はめ込み枠

内にテキス ト 配置する こ とはできません。 デフ ォル ト ： none

dpi （float のリ ス ト 。 画像ブロ ッ クにのみ適用） 縦方向 ・ 横方向の画像解像度を表す 1 個または 2 個の

値。 単位は pixels per inch。 値 0 の場合、 画像内部に解像度が格納されていればそれを用い、 なけ

れば 72 dpi と し ます。 fitmethod プロパテ ィ が指定されていて、 そのキーワー ドが auto ・ meet ・

slice ・ entire のいずれかならば、 本プロパテ ィ は無視されます。 デフ ォル ト ： 0

fitmethod （キーワー ド） 与えられた内容がブロ ッ ク長方形に収ま り き らないと きの解決方式 ： auto ・ clip ・

entire ・ meet ・ nofit ・ slice。 （デフ ォル ト ： meet）。

margin （float のリ ス ト 。 テキス ト 行ブロ ッ クにのみ適用） テキス ト 枠の縦 ・ 横方向の長さ差し引きを記述

する 1 個または 2 個の値。 デフ ォル ト ： 0

minfontsize （float またはパーセン ト 値。 テキス ト 行にのみ適用） fitmethod=auto で shrinklimit を超えた と

き、 テキス ト がブロ ッ ク長方形に収まるよ う縮小される際に、 許される最小の文字サイズ。 下限

値を、 ユーザー座標で、 またはブロ ッ クの高さに対するパーセン ト 値で指定し ます。 下限に達し

た と きは、 テキス ト は指定された minfontsize を文字サイズと し て作成されます。 デフ ォル ト ：

0.1%

orientate （キーワー ド） 内容を配置する向き を指定し ます。 と り う る値は north ・ east ・ south ・ west。 デ

フ ォル ト ： north

position （float のリ ス ト ） 内容の中における参照点の位置を指定する、 1 個または 2 個の値。 ブロ ッ ク内で

のパーセン ト 値と し て位置を指定し ます。 テキス ト 行ブロ ッ クのみ ： キーワー ド auto を、 リ ス ト

の 1 番目の値と し て用いる こ と もできます。 これは、 テキス ト の筆記方向が右書きの場合 （ア ラ

ビア文字 ・ ヘブ ラ イ文字等） には right を意味し、 そ う でない場合 （欧文等） には left を意味し

ます。

デフ ォル ト ： {0 0}、 すなわち左下隅

rotate （float） 回転角を度単位で表し たもの。 処理が始まる前にブロ ッ クが反時計回り に回転されます。

参照点が回転の中心と な り ます。 デフ ォル ト ： 0
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scale （float のリ ス ト 。 画像 ・ PDF ・ グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ クのみ） 縦方向 ・ 横方向の、 求める伸縮倍率を

表す 1 個または 2 個の値。 fitmethod プロパテ ィ が指定されていて、 かつそのキーワー ドが auto ・

meet ・ slice ・ entire のいずれかならば、 本プロパテ ィ は無視されます。 デフ ォル ト ： 1

shrinklimit （float またはパーセン ト 値。 テキス ト 行ブロ ッ クにのみ適用） fitmethod=auto でテキス ト を収める

際に適用される縮小倍率の下限。 デフ ォル ト ： 0.75

表 13.11 テキス ト フ ローブロ ッ クに対するはめ込みプロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

firstlinedist （float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか） ブロ ッ ク長方形上端と テキス ト 先頭行ベースラ イ

ン との間隔を、 ユーザー座標で表すか、 そこの文字サイズ （fixedleading=true なら行の先頭の文

字サイズ、 そ う でないなら行内のすべての文字サイズのう ちの最大値） に対するパーセン ト 値で

表すか、 キーワー ド で表し たもの （デフ ォル ト ： leading）。

leading 先頭行について決定された行送り値。 À のよ う な、 読み分け記号付きの文字は普通、 は

め込み枠上端に接するで し ょ う。

ascender 先頭行について決定されたアセンダ値。 d や h のよ う な、 大きなアセンダを持つ文字は

普通、 はめ込み枠上端に接するで し ょ う。

capheight 先頭行について決定されたキャ ッ プハイ ト 値。 H のよ う な大文字は普通、 はめ込み枠上

端に接するで し ょ う。

xheight 先頭行について決定された x ハイ ト 値。 x のよ う な小文字は普通、 はめ込み枠上端に接

するで し ょ う。

fixedleading=false なら、 先頭行内で見出されたすべての leading ・ ascender ・ xheight ・

capheight 値のう ちの最大値が用いられます。

fitmethod （キーワー ド） ブロ ッ クがテキス ト フ ローに対し て小さすぎる と きの解決方式 ：

auto テキス ト が収まるまで、 fontsize と leading を縮めます。

clip テキス ト をブロ ッ クの端で切り落と し ます （テキス ト フ ローブロ ッ ク を連結する場合に

有用です）。

nofit テキス ト をブロ ッ ク下端からはみ出させます （ブロ ッ ク を移動させる場合に有用です）。

デフ ォル ト ： textflowhandle オプシ ョ ンが与えられているなら clip、 そ う でないなら auto

lastlinedist （float ・ パーセン ト 値 ・ キーワー ドのいずれか。 fitmethod=nofit のと きは無視されます） テキス

ト 最終行ベースラ イ ン とはめ込み枠下端との間隔を、 ユーザー座標で表すか、 文字サイズ

（fixedleading=true なら行の先頭の文字サイズ、 そ う でないなら行内のすべての文字サイズのう

ちの最大値） に対するパーセン ト 値で表すか、 キーワー ド で表し たもの。 デフ ォル ト ： 0、 すなわ

ちはめ込み枠下端をベースラ イ ン と し て用い、 デ ィ センダは普通、 はめ込み枠の下へはみ出すで

し ょ う。

descender 最終行について決定されたデ ィ センダ値。 g や j のよ う な、 デ ィ センダを持つ文字は普

通、 はめ込み枠下端に接するで し ょ う。

fixedleading=false なら、 最終行内で見出されたすべてのデ ィ センダ値のう ちの最大値が用いら

れます。

linespread-
limit

（float またはパーセン ト 値。 verticalalign=justify の場合にのみ可） 上下合わせの場合に行送り

を増やす際の最大値を、 ユーザー座標で表すか、 行送り に対するパーセン ト 値で表し たもの。 デ

フ ォル ト ： 200%

maxlines （整数またはキーワー ド） はめ込み枠内の最大行数。 あるいはキーワー ド auto を指定し て、 でき

るだけ多 く の行をはめ込み枠内に入れさせる こ と もできます。 最大行数が入った と き、 PDF_fit_

textflow( ) は文字列 _boxfull を返し ます。

表 13.10 テキス ト 行 ・ 画像 ・ PDF ・ グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ クに対するはめ込みプロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説
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minfontsize （float またはパーセン ト 値） 特に fitmethod=auto のと き、 はめ込み枠に収まるよ う テキス ト が縮

小される際に許される最小文字サイズ。 下限値を、 ユーザー座標で、 またははめ込み枠の高さに

対するパーセン ト 値で指定し ます。 下限に達し てもなおテキス ト が収ま り き らないと きは、 文字

列 _boxfull が返されます。 デフ ォル ト ： 0.1%

orientate （キーワー ド） テキス ト を配置する向き を指定し ます。 と り う る値は north ・ east ・ south ・ west。
デフ ォル ト ： north

rotate （float） 回転角を度単位で表し たもの。 はめ込み枠の左下隅を中心と し て、 座標系を回転させます。

これによ って、 枠と テキス ト が回転されます。 テキス ト が配置された時点で回転はリ セ ッ ト され

ます。 デフ ォル ト ： 0

verticalalign （キーワー ド） はめ込み枠内のテキス ト の縦揃え （デフ ォル ト ： top） ：

top 先頭行から下へ順に組版。 テキス ト がはめ込み枠に満たないと きは、 テキス ト の下に余

白があきます。

center はめ込み枠内の縦方向の中央にテキス ト を配置。 テキス ト がはめ込み枠に満たないと き

は、 テキス ト の上下に余白があきます。

bottom 最終行から上へ順に組版。 テキス ト がはめ込み枠に満たないと きは、 テキス ト の上に余

白があきます。

justify はめ込み枠の上端と下端にテキス ト を合わせます。 それを実現するために、 行送り を増

やし ます。 ただ し、 linespreadlimit で指定された限界まで しか増やし ません。 先頭行

の高さは、 firstlinedist=leading の場合のみ増やし ます。

表 13.11 テキス ト フ ローブロ ッ クに対するはめ込みプロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説
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13.7.7 デフ ォル ト 内容のためのプロパテ ィ

デフ ォル ト 内容に関するプロパテ ィ 群は、内容が特に与え られなかった と きのブロ ッ クへ

の流し込みの方法を指定し ます。 これらは と り わけプレ ビ ュー機能で有用です。 なぜな ら

プレ ビ ューではブロ ッ ク にそのデフ ォル ト 内容を流し込むからです。デフ ォル ト 内容に関

するプロパテ ィ の一覧を表 13.12 に示し ます。

13.7.8 カ ス タムプロパテ ィ

カス タ ムプロパテ ィ は、 すべての種類のブロ ッ ク に適用されます。 PPS と プレ ビ ュー機能

からは無視されます。 カス タ ムプロパテ ィ の命名規則を表 13.13 に示し ます。

表 13.12 デフ ォル ト 内容のためのプロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

default-
graphics

（文字列。 グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ クにのみ適用） グラ フ ィ ッ クがク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンから

与えられなかった と きに用いられるグラ フ ィ ッ ク フ ァ イルのパス名。1

1. フ ァ イル名には絶対パスを付けず、 SearchPath 機能を利用するよ う PPS ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを作ってお く ほう

がよいで し ょ う。 そ う すればブロ ッ ク処理を、 プ ラ ッ ト フ ォームやフ ァ イルシステムの細かい違いから切り離すこ とができま
す。

defaultimage （文字列。 画像ブロ ッ クにのみ適用） 置き換え画像がク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンから与えられ

なかった と きに用いられる画像のパス名。 1

defaultpdf （文字列。 PDF ブロ ッ クにのみ適用） 置き換え PDF がク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンから与えられ

なかった と きに用いられる PDF 文書のパス名。 1

default-
pdfpage

（整数。 PDF ブロ ッ クにのみ適用） デフ ォル ト PDF 文書内のページのページ番号。 デフ ォル ト ： 1

defaulttext （文字列。 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クにのみ適用） 可変テキス ト がク ラ イアン ト アプ リ

ケーシ ョ ンから与えられなかった と きに用いられるテキス ト 2

2. テキス ト は winansi エン コーデ ィ ングか Unicode で解釈されます。

表 13.13 すべてのブロ ッ ク種別に対する カス タムブロ ッ ク プロパテ ィ

キーワー ド と り う る値 ・ 解説

3 種類のキャ ラ ク ター

[ ] / を含まないあらゆる

名前

（文字列 ・ 名前 ・ float のいずれか、 または float のリ ス ト ） 各カス タムプロパテ ィ の

値をど う解釈するかは、 全 く ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの領分です。 PPS から

は無視されます。
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13.8 pCOS でブロ ッ ク名と プロパテ ィ を ク エ リ ー
PPS によ る自動ブロ ッ ク処理に加えて、 内蔵の pCOS 機能を使 う と、 ブロ ッ ク名を評価し

た り 、 標準 ・ カス タ ムプロパテ ィ を ク エ リ ーし た り する こ と ができ ます。

ク ッ クブ ッ ク 取り込んだPDFの中に含まれているブロ ッ クのプロパテ ィ を クエ リーする完全なコー ドサ

ンプルがク ッ ク ブ ッ クの blocks/query_block_properties ト ピ ッ クにあ り ます。

ブロ ッ クの数と名前を知る ク ラ イ アン ト コー ド 側では、 取 り 込んだページ上のブ ロ ッ

ク の名前も数も知ら な く てかまいません。 なぜな ら ク エ リ ーする こ と も でき るから です。

以下のステー ト メ ン ト は、 ページ番号 pagenum のページ上のブロ ッ ク の数を返し ます ：

blockcount = (int) p.pcos_get_number(doc, "length:pages[" + pagenum + "]/blocks");

以下のステー ト メ ン ト は、 ページ pagenum 上の blocknum 番目のブロ ッ ク の名前を返し

ます （ブロ ッ ク とページの番号は 0 から始ま り ます） ：

blockname = p.pcos_get_string(doc,
"pages[" + pagenum + "]/blocks[" + blocknum + "]/Name");

返されたブロ ッ ク名はその後、 ブロ ッ ク のプロパテ ィ を ク エ リ ーし た り 、 ブロ ッ クへテキ

ス ト ・ 画像 ・ PDF ・ グ ラ フ ィ ッ ク内容を流し込んだ り する ために利用でき ます。 指定され

たブロ ッ クが存在し ない と きには例外が発生し ます。 これを避けるには、 length 接頭辞を

用いれば、 ブロ ッ ク の数を知 り 、 ひいては blocks 配列の最大添字を知る こ と ができ ます

（配列の添字は 0 から始ま るので、 ブロ ッ クの数は最大可能添字よ り 1 大きいこ と に留意

し て く ださい）。

ブロ ッ クが存在するかど う かをチ ェ ッ ク ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン コー ド に さ ら

に柔軟性を加え る ために、 ブロ ッ ク に流し込みを行 う 前に、 そのブロ ッ ク が存在するかど

う かをチェ ッ クする こ と もでき ます。 こ う し ておけば、 デザイナーが別のページへブロ ッ

ク を移動させて も、そのブロ ッ クへ流し込みを行 う アプ リ ケーシ ョ ンを破壊せずにすみま

す。

以下のコード は、foo と い う 名前のブロ ッ ク がページ上に存在するかど う かをチェ ッ ク

し ます ：

/* pCOSオブジェクト種別「辞書」はそのブロックが存在することを意味します */
if (pcos_get_string(doc, "type:pages[" + pagenum + "]/blocks/" + "foo").equals("dict"))
{

/* ブロック「foo」はそのページ上に存在 */
}

ブロ ッ ク を番号か名前で特定 ブ ロ ッ ク プ ロパテ ィ を特定するパス文法において、 以下

の表現は互いに等価です。 こ こ では、 番号 6 のブロ ッ ク が、 その Name プロパテ ィ を foo
に設定されている と し ます ：

pages[...]/blocks[6]
pages[...]/blocks/foo

ブロ ッ クの座標を ク エ リ ー 名前 foo のブロ ッ ク の左下隅と右上隅を記述する 2個の座標

ペア (llx, lly) および (urx, ury) は、 以下のよ う にク エ リ ーでき ます ：

llx = p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/foo/rect[0]");
lly = p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/foo/rect[1]");

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/query_block_properties/
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urx = p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/foo/rect[2]");
ury = p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/foo/rect[3]");

なお、 上記の座標はデフ ォル ト 座標系で与え られます （左下隅が原点、 ただし、 そのペー

ジの CropBox によ って変更されている可能性も あ り ます）。 一方 Block Plugin は、 ページ

左上隅に原点を持つ Acrobat のユーザーイ ン ターフ ェ イ ス座標系に従って座標を表示し ま

す。

pCOS 擬似オブジェ ク ト rect （すべて小文字の） を用いて ク エ リ ーされる値は、 関連す

るいかなる CropBox/MediaBox ・ Rotate エン ト リ ーを も考慮に入れ、 かつ座標の順序を正

規化し ます。これに対し、ネイ テ ィ ブ PDF キーRect を用いて ク エ リ ーされる値は、CropBox

が存在する場合には新しい座標と し てそのま ま受け渡すこ と はでき ません。

topdown オプシ ョ ンはブロ ッ ク座標を ク エ リ ーする際には考慮されないこ と に留意し

て く ださい。

カ ス タムプロパテ ィ を ク エ リ ー カ ス タ ムプ ロパテ ィ は、 以下の例のよ う に ク エ リ ーす

る こ と ができ ます。 こ こ では、 ページ pagenum 上の b1 と い う ブロ ッ ク からプロパテ ィ

zipcode を ク エ リ ーし ています ：

zip = p.pcos_get_string(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/b1/Custom/zipcode");

ブロ ッ ク内に具体的に何と い う カス タ ムプロパテ ィ があ るかわから ない場合には、実行時

にその名前を取得する こ と も可能です。b1 と い う ブロ ッ クの最初のカス タ ムプロパテ ィ の

名前を得るには、 以下のよ う にし ます ：

propname = p.pcos_get_string(doc, "pages[" + pagenum + "]/blocks/b1/Custom[0].key");

番号を 0 でな く 1 つずつ増やし ていけば、すべてのカス タ ムプロパテ ィ の名前を得る こ と

ができ ます。 length 接頭辞を用いれば、 カ ス タ ムプロパテ ィ の数を知る こ と ができ ます。

存在し ないブロ ッ ク プロパテ ィ と デフ ォル ト 値 ブロ ッ ク またはプロパテ ィ が実在する

かど う かを知るには、 type 接頭辞を用います。 パスに対する型が 0 か null な らば、 その

オブジェ ク ト は PDF 文書内に存在し ていません。 なお、 定義済みプロパテ ィ の場合、 こ

れはプロパテ ィ のデフ ォル ト 値が用いられる こ と を意味し ます。

カ ス タムプロパテ ィ の名前空間 さ まざまな ソースからの PDF 文書をや り 取 り する際に

混乱が生じ る こ と を避ける ため、 カ ス タ ムプロパテ ィ 名をつける と きには必ず、 イ ン ター

ネ ッ ト ド メ イ ン名を企業固有の接頭辞 と し て用い、 その後にコ ロ ン 「:」 と プロパテ ィ 名

本体を続ける こ と を推奨し ます。 た と えば、 ACME 社であれば以下のよ う なプロパテ ィ 名

を使用するのです ：

acme.com:digits
acme.com:refnumber

標準プ ロパテ ィ と カ ス タ ムプ ロパテ ィ はブロ ッ ク内で異な る格納の さ れ方を し ているの

で、 標準 PPS プロパテ ィ 名 （396 ページ 「13.7 ブロ ッ ク のプロパテ ィ 」 で定義されている

もの） がカス タ ムプロパテ ィ 名と衝突する こ と は決し てあ り ません。
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13.9 ブロ ッ ク をプログラム的に作成 ・ 取り込む

13.9.1 POCA で PDFlib ブロ ッ ク を作成

PDFlib ブロ ッ クは、PPS に内蔵されている POCA イ ン ターフ ェ イ スでプロ グ ラ ム的に作成

する こ と も可能です。 POCA を用いる と、 ブロ ッ ク のために必要な PDF データ構造を生

成し て、 PDF_begin/end_page_ext( ) の blocks オプシ ョ ンに与え る こ と ができ ます。 ブロ ッ

ク定義を作成する際には、 413 ページ 「13.10 PDFlib ブロ ッ ク の仕様」 の要請に従 う 必要

があ り ます。 ブロ ッ ク プロパテ ィ は、 396 ページ 「13.7 ブロ ッ ク のプロパテ ィ 」 に挙げた

データ型に従って作成する必要があ り ます。

ク ッ クブ ッ ク PDFlib ブロ ッ ク を PPS で作成するのコー ドサンプルが PDFlib ク ッ ク ブ ッ クの blocks カテ

ゴ リ にあ り ます。

PDFlib ブロ ッ ク の仕様には、 1 つのブロ ッ ク の名前が 2 回記録されている と い う 残念な冗

長性があ り ます。すなわちページの メ イ ン Blocks 辞書内に 1 回と、特定のブロ ッ ク辞書内

の Name エン ト リ ー内にも う 1 回です。 この 2 個の名前は、そのブロ ッ ク に PPS で流し込

みを行 う 際や、 そのブロ ッ ク を Block Plugin でプレ ビ ューする際に問題が起こ る こ と を避

ける ために、 同一でなければな り ません。 PDF_begin/end_page_ext( ) はそのため、 blocks
オプシ ョ ンで与え られた辞書がこの 「同一ブロ ッ ク名」 規則に違反するブロ ッ ク定義を含

んでいる場合には、 例外を発生させます。 以下のコード サンプルでは、 その対応するペア

を青色で示し ています。

以下のコード断片では、413 ページ「ブロ ッ ク辞書のキー」で示すブロ ッ ク定義を POCA

関数群を用いて作成する様子を演示し ています ：

/* ブロック辞書を作成 */
blockdict = p.poca_new("containertype=dict usage=blocks");

/* ---------------------------------------------------------

* テキストブロックを作成

* ---------------------------------------------------------

*/
textblock = p.poca_new("containertype=dict usage=blocks type=name key=Type value=Block");

container1 = p.poca_new("containertype=array usage=blocks " +
"type=integer values={70 640 300 700}");

p.poca_insert(textblock, "type=array key=Rect value=" + container1);
p.poca_insert(textblock, "type=name  key=Name value=job_title");
p.poca_insert(textblock, "type=name  key=Subtype value=Text");
p.poca_insert(textblock, "type=name  key=fitmethod value=auto");
p.poca_insert(textblock, "type=name  key=fontname value=Helvetica");
p.poca_insert(textblock, "type=float key=fontsize value=12");

/* このブロックをページのブロック辞書内に挿入 */
p.poca_insert(blockdict, "type=dict key=job_title direct=false value=" + textblock);

/* ---------------------------------------------------------
* 画像ブロックを作成

* ---------------------------------------------------------
*/

imageblock = p.poca_new("containertype=dict usage=blocks " +
"type=name key=Type value=Block");

https://www.pdflib.com/pdflib-cookbook/blocks/
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container2 = p.poca_new("containertype=array usage=blocks " +
"type=integer values={70 440 300 600}");

p.poca_insert(imageblock, "type=array key=Rect value=" + container2);
p.poca_insert(imageblock, "type=name  key=Name value=logo");
p.poca_insert(imageblock, "type=name  key=Subtype value=Image");
p.poca_insert(imageblock, "type=name  key=fitmethod value=auto");

/* このブロックをページのブロック辞書内に挿入 */
p.poca_insert(blockdict, "type=dict key=logo direct=false value=" + imageblock);

/* ---------------------------------------------------------

* PDFブロックを作成

* ---------------------------------------------------------

*/
pdfblock = p.poca_new("containertype=dict usage=blocks " +

"type=name key=Type value=Block");

container3 = p.poca_new("containertype=array usage=blocks " +
"type=integer values={70 240 300 400}");

p.poca_insert(pdfblock, "type=array key=Rect value=" + container3);
p.poca_insert(pdfblock, "type=name key=Name value=pdflogo");
p.poca_insert(pdfblock, "type=name key=Subtype value=PDF");
p.poca_insert(pdfblock, "type=name key=fitmethod value=meet");

/* このブロックをページのブロック辞書内に挿入 */
p.poca_insert(blockdict, "type=dict key=pdflogo direct=false " + "value=" + pdfblock);

/* ---------------------------------------------------------

* このブロック辞書をカレントページ内に挿入

* ---------------------------------------------------------

*/
p.end_page_ext("blocks=" + blockdict);

/* クリーンナップ */
p.poca_delete(blockdict, "recursive");

13.9.2 PDFlib ブロ ッ ク を取り込む

入力文書から1個ないし複数のPDFlibブロ ッ ク を、PDF_process_pdi( ) と action=copyallblocks
か action=copyblock で以下のよ う にカレ ン ト 出力ページへコ ピーする こ と も可能です ：

if (p.process_pdi(p, doc, 0, "action=copyallblocks block={pagenumber=1}") != 1)
{

/* エラー */
}

こ のよ う にする と、マルチレベルのブロ ッ ク流し込みワーク フ ローを実装する こ と ができ

ます。 ただし、 各ページ上でブロ ッ ク名は一意でなければな ら ないこ と に留意し て く ださ

い。 すなわち、 同じ名前を持つ複数のブロ ッ ク を同じページ上へ取 り 込むこ と はでき ませ

ん。ブロ ッ ク を コ ピー時に名称変更するにはoutputblocknameサブオプシ ョ ンを用います。
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13.10 PDFlib ブロ ッ クの仕様
ブロ ッ クの文法は、PDF ページを構成するデータ構造にアプ リ ケーシ ョ ンが独自データ を

追加格納でき る よ う にする拡張のし く みを定めた PDF Reference に準拠し ています。 こ こ

では PDFlib ブロ ッ クの文法を説明し ます。 Block Plugin か PDFlib でブロ ッ ク を作成する

ユーザーにはこの情報は必要ではあ り ません。

PDFlib ブロ ッ クの PDF オブジ ェ ク ト 構造 ページ辞書は PieceInfo エン ト リ ーを含んでお

り 、 こ のエン ト リ ーは値と し て別の辞書を持っています。 ページ辞書は、 ブロ ッ ク構造の

作成または最終更新のタ イ ム ス タ ンプを内容とする キーLastModified を も含む必要があ り

ます。 こ の辞書はキー PDFlib を含んでお り 、 このキーはアプ リ ケーシ ョ ンデータ辞書を値

と し て持っています。 こ のアプ リ ケーシ ョ ンデータ辞書は、 表 13.14 に挙げる 2 個の標準

キーを含んでいます。

ブロ ッ ク リ ス ト と は、 ブロ ッ ク処理に関する一般的な情報に加えて、 ページ上のすべての

ブロ ッ クの一覧を も含んだ辞書です。 ブロ ッ ク リ ス ト 辞書の中のキーの一覧を表 13.15 に

示し ます。

ブロ ッ ク プロパテ ィ のデー タ型 プ ロパテ ィ はオプシ ョ ン リ ス ト と 同じデータ型に対応

し ています。 ただしハン ド ル と、 ア ク シ ョ ン リ ス ト のよ う な特化された リ ス ト には対応し

ていません。これらの型が PDF データ型へどのよ う にマ ッ プ されているかを表 13.16 に示

し ます。

ブロ ッ ク辞書のキー ブロ ッ ク辞書は、 表 13.17 に挙げる キーを含むこ と ができ ます。

表 13.14 PDFlib アプ リ ケーシ ョ ンデータ辞書内のエン ト リー

キー 値

LastModified （日付文字列、 必須） ページ上のブロ ッ クが作成された、 または最近更新された日時。 このエン ト

リーは、 POCA イ ン ターフ ェ イスでブロ ッ ク を作成し た場合には PDFlib が作成し ます。

Private （辞書、 必須） ブロ ッ ク リ ス ト （表 13.15 参照） 

表 13.15 ブロ ッ ク リ ス ト 辞書内のエン ト リー

キー 値

Blocks （辞書、 必須） キーはそれぞれ、 ブロ ッ ク名の名前オブジ ェ ク ト 。 その照応する値は、 そのブロ ッ

クに対するブロ ッ ク辞書です （表 13.17 参照）。 ブロ ッ ク辞書内の Name キーは、 この辞書内のブ

ロ ッ ク名と同じ でなければな り ません。

BlockProducer1

1. キー BlockProducer ・ PluginVersion ・ pdfmark のう ちのいずれか 1 つが、 かつ 1 つのみが存在する必要があ り ます。

（文字列） ブロ ッ ク をプログラム的に作成するのに用いられたソ フ ト ウ ェ アの名前。 このエン ト

リーは、 POCA イ ン ターフ ェ イスでブロ ッ ク を作成し た際に PDFlib によ って作成されます。

PluginVersion1
（文字列） ブロ ッ クの作成に使われた Block Plugin のバージ ョ ン識別を表す文字列。

pdfmark1
（論理値） ブロ ッ ク リ ス ト が pdfmark を用いて生成されている場合は true でなければな り ません。

Version （数、 必須） フ ァ イルが準拠するブロ ッ ク仕様のバージ ョ ン番号。 本文書では、 バージ ョ ン 10 の

ブロ ッ ク仕様を解説し ています。
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表 13.16 ブロ ッ ク プロパテ ィ に対するデータ型

データ型 PDF での型および注釈

論理値 （論理値）

文字列 （文字列）

キーワー ド

（名前）

（名前） そのプロパテ ィ が対応するキーワー ドのリ ス ト にないキーワー ド を与える と エラー。

float ・ 整数 （数値） オプシ ョ ン リ ス ト では点も カ ンマも小数点と し て対応し ているのに対し、 PDF の数値では

点を必要と し ます。

パーセン ト

値

（要素 2 個の配列） 配列の 1 番目の要素は数、 2 番目の要素はパーセン ト キャ ラ ク ターを持った文

字列。

リ ス ト （配列）

色 （要素 2 個か 3 個の配列） 配列の 1 番目の要素は色空間を指定し、 2 番目の要素はカ ラー値を指定。

色な し を指定するには、 各プロパテ ィ を省略する必要があ り ます。 配列の 1 番目の要素に対し て

は以下のエン ト リーを指定できます ：

/DeviceGray
2 番目の要素はグレー値 1 個。

/DeviceRGB
2 番目の要素は RGB 値 3 個の配列。

/DeviceCMYK
2 番目の要素は CMYK 値 4 個の配列。

[/Separation/ スポ ッ ト カ ラー名 ]
1 番目の要素は、 キーワー ド Separation と スポッ ト カ ラー名 1 個を持った配列。 2 番目

の要素は濃度値。

オプシ ョ ン と し て 3 番目の要素で、 スポッ ト カ ラーの代替色を指定し ます。 代替色はそ

れ自体が 1 個の色配列であ り、 DeviceGray ・ DeviceRGB ・ DeviceCMYK ・ Lab のいずれか

の色空間で表されます。 代替色を指定し ないと きは、 スポ ッ ト カ ラー名は、 PPS が内部

的に知っている色か、 またはアプ リ ケーシ ョ ンで動作時に定義し ておいた色でなければ

な り ません。

[/Lab] 1 番目の要素はキーワー ド Lab を持った配列。 2 番目の要素は Lab 値 3 個の配列。

unichar （テキス ト 文字列） UTF-16 BOM U+FEFF で始まる utf16be 形式の Unicode 文字列

表 13.17 ブロ ッ ク辞書内のエン ト リー

プロパテ ィ グループ 値

管理プロパテ ィ 群 （い く つかのキーは必須） 表 13.4 に従った管理プロパテ ィ 群

長方形プロパテ ィ 群 （い く つかのキーは必須） 表 13.5 に従った長方形プロパテ ィ 群

書式プロパテ ィ 群 （い く つかのキーは必須） 表 13.6 に従った、 すべての種類のブロ ッ クに適用される

書式プロパテ ィ 群と、 表 13.7 に従った、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに適

用されるテキス ト 書式プロパテ ィ 群

テキス ト 作成プロパテ ィ 群 （オプシ ョ ン） 表 13.8 に従った、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに適用され

るテキス ト 作成プロパテ ィ 群

テキス ト 組版プロパテ ィ 群 （オプシ ョ ン） 表 13.9 に従った、 テキス ト 行 ・ テキス ト フ ローブロ ッ クに適用され

るテキス ト 組版プロパテ ィ 群

オブジ ェ ク ト はめ込みプロ

パテ ィ 群

（オプシ ョ ン） 表 13.10 に従った、 テキス ト 行 ・ 画像 ・ PDF ・ グラ フ ィ ッ ク ブロ ッ ク

に適用されるオブジ ェ ク ト はめ込みプロパテ ィ 群と、 表 13.11 に従った、 テキス ト

フ ローブロ ッ クに適用されるはめ込みプロパテ ィ 群
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デフ ォル ト 内容に関するプ

ロパテ ィ 群

（オプシ ョ ン） 表 13.12 に従った、 デフ ォル ト 内容に関するプロパテ ィ 群

カス タム （辞書、 オプシ ョ ン） 表 13.13 に従った、 カス タムプロパテ ィ に対するキー / 値ペア

を含んだ辞書

表 13.17 ブロ ッ ク辞書内のエン ト リー

プロパテ ィ グループ 値
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